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平成２２年第２回那須塩原市議会定例会 

 

議 事 日 程 （第４号） 

 

                            平成２２年３月１０日（水曜日）午前１０時開議 
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      ２．平成２２年度予算編成について 
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    ４ 番 大野恭男議員 

      １．新型インフルエンザ対策について 
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      ３．人事評価制度導入に伴う現在の取り組みについて 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（平山 英君） 散会前に引き続き会議を開

きます。 

  ただいまの出席議員は28名であります。 

  12番、岡部瑞穂君より欠席する旨の届け出があ

ります。13番、齋藤寿一君より遅刻する旨の届け

出があります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（平山 英君） 本日の議事日程はお手元に

配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（平山 英君） 日程第１、市政一般質問を

行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 菊 地 弘 明 君 

○議長（平山 英君） 初めに、29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） おはようございます。 

  清流会、菊地弘明です。一般質問を行います。 

  １、観光行政について。 

  ⑴塩原温泉・板室温泉の活性化について。 

  鬼怒川・川治温泉にはおもてなし向上委員会が

あり、同委員会は観光・商業関係団体や自治会・

交通事業者などで構成されております。「育て

る」「お助け」「湯めぐり」の３部会が講演会や

花いっぱいなどの活動を展開しているとのこと。 

  塩原・板室温泉にも似たような委員会はあるか

と思いますが、活動状況はどうなのかお伺いいた

します。 

  また、５年前より秘湯ブームが起きております

が、そのブームに対する両温泉の施策はどのよう

にしているのかお伺いいたします。 

  以上で１回目の質問を終わります。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） おはようございます。 

  29番、菊地弘明議員の市政一般質問にお答えを

いたします。 

  １の観光行政について、⑴から順次お答えをい

たします。 

  塩原・板室温泉の委員会の活動状況についてお

答えをいたします。 

  塩原温泉には、温泉街の活性化を図ることを目

的といたしまして、各地区のまちづくり協議会、

塩原温泉観光協会、塩原温泉旅館協同組合などで

構成される塩原温泉活性化推進協議会があります。 

  協議会では、塩原流ヘルスツーリズム、地産地

消の推進やヘルシーメニューの研究開発、花いっ

ぱい運動、夏まつり、大根ふるまい鍋などのイベ

ント事業を展開いたしております。 

  また、板室温泉では、平成21年度に活気とにぎ

わいのある地域づくりを目的に、板室温泉旅館組

合、板室商飲組合、自治会、黒磯観光協会などで

構成する板室温泉活性化委員会を設立し、那珂川

河畔活用事業やホタルの園地づくり、花木に囲ま

れた温泉街づくり事業などの活動を展開いたして

おります。 

  次に、秘湯ブームに対する両温泉の施策につい

てでありますが、本市においては、秘湯に関して
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の施策の実施はいたしておりませんが、塩原温泉

は、塩原温泉11湯と言われるように、多種多様な

泉質と豊富な湯量と数多くの滝と風光明媚な自然

景観豊かな温泉地として、また板室温泉につきま

しては、温泉の利用効果が十分に期待され、かつ

健全な温泉地であるとして、環境省から国民保養

温泉地の指定を受けていることや、下野の薬湯と

して、豊かな自然に包まれた素朴な温泉地として

紹介、ＰＲをしているところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） 市長さんのご答弁、大変

ありがとうございました。 

  いろいろな行事をやっていると。活性化推進協

議会なるものでやっているというようなお話でご

ざいますけれども、今回、この鬼怒川・川治のお

話を出しましたのは、ここで講師としてエドはる

みさん、芸人ですね、ぐーなおもてなしというよ

なことで名を売っている芸人でございますけれど

も、その人の講座を、講演会を開くんだと。 

  普通、こういうところの講演会というのは、専

門家といいますか、そういう方の講演会が多いの

ではないかなと。そういう中において、この鬼怒

川・川治ではエドはるみさんを呼んで、おもてな

しが非常に大切だというようなことで、ぐーなも

てなしを学ぼうというようなことで呼んだんだと。

これについては、県も市も共催ということで名を

連ねているというようなことでございます。 

  当市においても、塩原・板室温泉、両方とも活

性化推進協議会があるというようなことで、この

ような催しはやっているとは思いますけれども、

やはりこういう講演会を行ったときには、関係者

だけでなく、一般の方々も参加するような講師を

呼ぶということも大切ではないのかなというふう

に思うわけでございまして、例えばこういう今、

有名であります栃木県出身のＵ字工事さんとか、

こういう方もいらっしゃるわけでございまして、

こういう方を呼んで、大いに温泉の活性化を進め

ていったほうがいいんじゃないのかなというふう

に思うわけでございますけれども、こういうよう

なことが例えば行われたときには、市として協力

する体制があるのかどうかということをお尋ねし

ておきます。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（三森忠一君） それでは、お答え

いたします。 

  ただいまありましたように、鬼怒川・川治にお

いてはエドはるみさんを招いて講演会などを実施

しているということでございますが、先ほど答弁

の中で申し上げましたように、塩原温泉の活性化

推進協議会は、主に会議とか活性化のための町並

みを歩くお散歩小道めぐりの実証とかそういった、

あとはヘルシーメニューの研究とか、そういった

部分をやっておりましたが、21年度においては講

演会的なものは大きく実施しているものはござい

ませんでした。 

  当委員会も、22年度、これから事業計画も策定

されると思いますので、そういった中でこういっ

た講演会で元気をつけるような講演をしていただ

くというのも一つの手法かと思いますので、委員

会のほうにも働きかけをしていきたい。もちろん

そういった場合には、市もかかわりながら多くの

人に聞いていただけるような対応をとっていきた

い、そんな考えでおります。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） 大変ありがとうございま

す。 

  塩原温泉の活性化につきましては、昨日、岡部

さんがるるご質問をしたわけでございまして、そ
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ういう中におきまして、実は３月１日の下野新聞

に出ていたんですけれども、県道路公社と日塩も

みじライン沿線の２つのスキー場、ハンターマウ

ンテン塩原とエーデルワイススキーリゾートです

かの２スキー場と鬼怒川川治温泉・塩原温泉両旅

館協同組合は、３月１日から31日まで60人に温泉

宿泊利用券やリフト１日券などが当たる「ＧＯ！

ＧＯ！アーンドＧＯ！春滑り湯ったりキャンペー

ン」というものを展開しているというようなこと

でございます。 

  スキー場がありますので、本当に塩原温泉はそ

ういうような催しができるのかなと思う反面、板

室温泉にはこういうスキー場とかというものはな

いんですけれども、板室温泉の冬場の観光という

ものをどのように考えているのか、その点につい

てちょっとお尋ねをしておきたいと思います。 

○議長（平山 英君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（三森忠一君） 先ほど、スキー客

の対応、考えているというような内容でのお話で

ございますが、ハンターマウンテンスキー場にお

きましては、先ほどアウトレットの方が２月にお

見えになりましたときいろいろお話しをした中で、

那須塩原駅からアウトレット経由のハンターマウ

ンテンのバスが朝出ると。夕方には、逆にハンタ

ーマウンテンのほうからアウトレット経由で那須

塩原のほうに２便出てくると。 

  さらに、マウントジーンズの関係でございます

が、マウントジーンズにつきましては、平日は黒

磯駅から那須塩原駅、その後、アウトレットに寄

ってマウントジーンズに行くというようなコース

があります。 

  こういった中で、アウトレットについては、こ

のマウントジーンズの場合にはアウトレットの客

からの予約によって寄ったり寄らなかったりとい

う部分があるようですが、先ほど申し上げました

ハンターマウンテンに関しては、２月末までに

4,000人ぐらいの利用があったということで、か

なり利用されている方も多いというふうに聞いて

おります。 

  お尋ねは板室温泉の関係でございますけれども、

こういった、もし中間でバスが寄っていただける

ような体制がとれれば、また板室温泉のほうも活

気づくのかなという思いもありますけれども、こ

れはスキー場の関係の事業でございますので、こ

ういった方への働きかけもしながら、板室温泉の

活性化も図っていく必要があると、このように考

えています。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） 今のアウトレットを利用

したお話は一番最後に申し上げようかなと思った

ことなんですけれども、一番最後にまた申し上げ

たいと思います。 

  次に秘湯のことなんですけれども、市長さんの

お話で、塩原・板室とも非常にいい温泉であると

いうようなお話でございますけれども、実は過日、

やはり新聞に載っていたわけでございまして、非

常に５年前からこの秘湯ブームというのが起きて

いるんだと。そういう中で、混浴というのが非常

に注目されているんだと。 

  そういう中において、混浴による露天ぶろです

か、そういうところが板室とか塩原にはあるのか

どうか、ちょっと初め、お尋ねをしておきたいと

思います。 

○議長（平山 英君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（三森忠一君） 板室温泉の関係で

はちょっと調べていないんですが、塩原温泉の関

係で申し上げますと、露天ぶろで混浴可能なとこ

ろは、７施設のうち３施設、ホテル・旅館等、露

天ふろ保有施設ですね、そういったところにおき

ましては、混浴可能なところが19ホテルといいま
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すか、旅館ができるという資料は持っております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） 実は、この混浴というの

は、湯量に限りがある上質の温泉のよさを味わう

にはこの混浴が一番なんだというような、露天ぶ

ろが一番なんだというようなお話があるわけでご

ざいまして、長野県の松本市の白骨温泉ですかや

秋田県の仙北市の乳頭温泉、また青森市の酸ヶ湯

温泉、ここでは女性にバスタオルやまた湯浴みを

貸して、そして混浴をさせているんだと。そうい

うようなことで、そういう湯浴みとかそれからバ

スタオル、それらによって若い人たちも入りに来

るようになったんだというような記事があるわけ

でございまして、ぜひとも今お話のように、３施

設と19のホテル、塩原だけであるんだというお話

でございますので、何かの機会にこういうことな

んでというようなことで、ぜひとも板室のほうに

もそういうことがあれば、そういうお話をしてい

ただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（平山 英君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（三森忠一君） そういった混浴で

のＰＲということでございますが、それぞれ、先

ほど申し上げましたように、板室温泉活性化委員

会、塩原には塩原温泉活性化推進協議会がござい

ます。新年度の事業もこれから展開されると思い

ますので、そういった中で、協議の中で検討して

いただけるように、こちらからはお話をしてみた

いと考えております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） ぜひとも、そういうこと

でお願いをしたいと思います。 

  最後になりますけれども、先ほど部長さんのほ

うからアウトレットを利用したスキー客というお

話が出たわけでございまして、私は、ぜひともそ

の秘湯ブーム、それもありますけれども、そうい

う温泉に関係してアウトレットを大いに利用した

ほうがいいんじゃないのかなと。アウトレットに

来るお客さんを、そういうところへ運んでいくよ

うなバスを、板室、また塩原温泉で話し合いをし

て、そこにおふろに入りにきていただいて、そし

てまた帰りもアウトレットに送っていただいて、

そしてアウトレットで後で買い物をしていただく

というようなことも考えていただきたいなという

ことをお願いしておきます。 

  また、３月４日のフジテレビで、チェックイン

とチェックアウト、大体がチェックインが午後３

時とか、チェックアウトが午前10時とかというよ

うなところで、泊まったお客さんには日帰りプラ

ンと称して、普通2,400円かかるところを1,000円

でやっているんだと。そうすると、お客さんが、

チェックアウトをした例えば10時過ぎでも、ゆっ

くりおふろに入ったりなんかしていって、好きな

時間に帰れるんだと。また、好きな時間に1,000

円さえ払えばチェックインができるんだと、そう

いうようなテレビ報道もあったわけでございまし

て、旅館としてはこれらのことも大いに考えてや

っていただきたいなと思っておりますけれども、

この点についても、ぜひともそういう機会にお話

をしていただきたいということを要望して、１番

については終わります。 

  次に、２番の教育行政について。 

  教育行政につきましてはいつも井上教育長さん

にご答弁をいただきまして、非常に、私、井上先

生のもとで教えを受けている生徒のような気分で

毎回質問をしておりますので、今回もよろしくお

願いしたいと思います。 

  それでは、２の教育行政について。 

  ⑴新学習指導要領では、これまで以上に環境や
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エネルギーに関する教育のほか、ＥＳＤ、持続可

能な開発のための教育を踏まえた内容が盛り込ま

れているとのことですが、これらについての授業

はどのようにしているのか、また、問題点は何か

お伺いをいたします。 

  ⑵中学１、２年生で男女必修となっているダン

ス、武道の授業はどのようにしているのか、問題

点は何かお伺いをいたします。 

  ⑶小中一貫教育を実施するに当たり、那須塩原

市小中一貫教育基本方針を策定して進めていくと

のことですが、現在考えられる具体的な取り組み

や問題点については、どのようなものととらえて

いるのかお伺いをいたします。 

  また、現在、小中一貫教育をしている学校は

1,500くらいと聞いておりますが、そのような学

校を研修し、参考にする考えがあるのかお伺いを

いたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（井上敏和君） ただいまのご質問にお答

えいたします。 

  ⑴新学習指導要領における持続可能な開発のた

めの教育を踏まえた学習について、ご質問にお答

えいたします。 

  当教育委員会といたしましては、ＥＳＤを、私

たちや私たちの子孫がこの地球で生きていくこと

を困難にするような問題について考え、問題に立

ち向かい、解決するための学びであると理解して

おるところでございます。したがいまして、この

教育の範囲は、環境、福祉、平和、開発、人権

等々多岐にわたるものであります。 

  今回の学習指導要領では、主に社会科、理科、

総合的な学習において、持続可能な社会に関する

内容が取り扱われます。 

  小学校における環境やエネルギーに関するＥＳ

Ｄの取り組み例としましては、総合的な学習の時

間における地域の自然や那須疎水をテーマにした

環境保全を考える学習活動等が挙げられます。 

  校内にビオトープをつくってホタルの羽化に取

り組んだ学校や緑のカーテンづくりに取り組んだ

学校もあり、成果を上げておるところでございま

す。 

  中学校では、理科で自然環境と科学技術の利用、

社会科で環境問題と環境保全の小単元が新たに加

わりましたが、来年度以降の学習内容になるため

に、現在、各学校で研究中でもあります。 

  また各学校では、これまでも環境教育計画が作

成され、環境保全に関して児童生徒に身につけさ

せたい内容を各教科や領域ごとに明らかにしなが

ら指導が行われておりますので、さらに充実させ

ることでＥＳＤの教育は推進されると考えていま

す。課題は、これらの教育活動が学校の枠を越え

て実際に児童生徒の、また地域に住む人々の行動

や実践につなげることだと思います。 

  教育委員会としましても、研修会や学校訪問等

を通して、各学校にＥＳＤに関する情報提供や指

導助言を行うと同時に、生涯学習機関と連携を深

めながら、地域住民の一人として自分たちの生活

を困難にする問題に気づき、立ち向かい、解決で

きるような児童生徒の育成を進めてまいりたいと

思っております。 

  ⑵、次に、武道・ダンスの授業についてもご質

問にお答えいたします。 

  現行の中学校学習指導要領では、武道またはダ

ンスについて、どちらかを選択して履修すること

になっておりましたが、平成24年度から全面実施

となる新学習指導要領におきましては、武道とダ

ンスは、中学校１、２年生のうちに必ずどちらも

履修することになりました。平成23年度までは移

行期間でございますので、各中学校では完全実施
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に向けて現在、準備を進めているところでござい

ます。 

  武道の学習は、柔道、剣道、相撲の３つの領域

から１つを選択して履修することになります。 

  問題は、それらの学習に必要な備品、特に剣道

の防具の整備が現在、不十分な点であります。こ

れについては、中学校教材整備事業の中で順次整

備を進めていきたいと考えております。 

  最後に、小中一貫教育についてのご質問にお答

えいたします。 

  現段階では、校舎と敷地が一体型の小中一貫校、

校舎が隣接した形の小中一貫校の開設などを考え

ているところでございます。 

  今後は、検討委員会を立ち上げ、小中一貫校の

形態や学校経営のあり方を含めた小中一貫教育基

本方針を策定していくことになります。 

  学習に対する基本的な姿勢づくりを目指す小学

校１年生から４年生までの段階、意欲的な姿勢づ

くりを目指す小学校５年生から中学校１年生まで

の段階、主体的に学ぶ姿勢づくりを目指す中学校

２年生から３年生までの段階の３期に分ける、い

わゆる４・３・２を基本として、小学校高学年か

ら一部教科担任制を導入するなど、発達の段階に

応じた指導ができるよう検討を進めていきたいと

考えております。 

  問題点としましては、小中学生が一緒に使用す

る校庭やプールの使用の仕方、教室や机、いす等

の規格、児童生徒の意欲を喚起し、節目となるよ

うな行事のあり方等々が考えられますが、本市に

おきましては、今年度までに校長会、教頭会、教

務主任会、そして中堅教員がそれぞれ県内外の先

進地区の実践を視察してまいりました。これらの

成果を踏まえ、今後、考えられる問題点等も洗い

出しながら、検討委員会において調査研究をして

まいりたいと、こんなふうに考えているところで

す。 

  以上でございます。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） それでは、順次再質問を

させていただきます。 

  まず、⑴の環境エネルギー、ＥＳＤ。 

  ＥＳＤ、私もこれ初めてこういう耳なれないこ

とを聞いたわけでございますけれども、非常にそ

れに教育長さんのご答弁ですと、取り組んでいる

んだということがよくわかりました。 

  そういう中において、私、今、実際行われてい

る事業の例ということで、那須疎水なんかを勉強

しているんだというお話もあったわけでございま

すけれども、那須疎水ももちろんあれなんですけ

れども、やはり私、前にも言ったかもしれません

けれども、那珂川というものがあるわけでござい

まして、やはり那珂川を利用した環境の事業とい

うものはどうなのかなというふうに思っているわ

けでございまして、この点についてぜひともご答

弁お願いしたいというふうに思っております。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） ただいまのご質問でござ

いますが、まず那須疎水というふうな感じですが、

これはビオトープということで、那須疎水の土地

改良連合の協力を得て、校内に水を引き込みビオ

トープをつくり、それから農地・水・環境保全の

地域の事業と、これともタイアップしまして、地

域連携と同時に学校教育の中にそれを融合させる

という形で、特にホタルの羽化に取り組んでいる

ところは小学校、それからメダカの放流等を考え

て、やはり小学校のほうで発達段階を踏まえてや

っているところでございますが、やはり那珂川も

これは当然、清流ということで那須塩原市が売り

出すわけでございますけれども、限定される小学

校、中学校、その流域に存在する学校は限定され
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ますので、やはりその学校の経営の中で考えてい

かなくてはならないということで、こういう点に

ついては、その素材に関しては学校経営に任せて

いるところでございます。 

  ただ、ご質問のように、那須疎水もやはり那珂

川の一部でございますので、そんなところでご答

弁させていただきたいと、こんなふうに思います。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） よくわかりました。 

  この環境エネルギー教育、実践している学校等

を見ますと、ちょっと挙げさせていただきたいと

思うんですけれども、広島の海田町立海田東小と

いうところは、近くを流れる３つの川があるんで

す。その川をメーンにしてといいますか、フィー

ルドにして、例えばゴムボートをこいだり、ライ

フジャケットをつけて浮いて流れていったり、ま

たこのほか、光電池のエネルギーの実験では太陽

の光を反射させて車を動かしたりしたが、曇って

くると車が動かなくなるなど、太陽の光エネルギ

ーの実験も行ったと。 

  こういうようなことで、校長先生は、ＥＳＤは

豊かな体験だけでなく、そこから問題を見つけ言

語で表現することで、論理的思考力が育つように

することを大切にしたいと。 

  また、これは滋賀県の高島市立今津中学校でも、

やはり琵琶マスが遡上する石田川流域が校区内に

あるので、こうした地域の特性を生かして、エコ

スクール活動に８年前から取り組んでいると。 

  当初は、生徒会の委員会活動にこれらのことを

組み込んだが、生徒会から独立したボランティア

活動に移行し、今津の自然を守る会や行政機関な

どの支援も得て、活動の幅が広がっていったと。

校内では、節電、節水の目標づくりとか給食の残

食を減らす活動やコンポストづくり、また石田川

の調査活動など、地域社会と学校がつながる環境

教育がエコスクールの活動から広がっていったと。 

  また、滋賀県の守山市立守山中では、今できる

ことを追求していると。学習してわかったことを

踏まえ、環境を守るために今、私たちにできるこ

とを考え、節電や節水、また買い物袋を持参する、

川にポイ捨てをしない、こうしたことが昼食時の

消灯など生徒が意識して行うようになったと、こ

ういうような実例があるわけでございまして、ぜ

ひとも当市においても那珂川を大いに利用して、

私はやっていただきたいなと。 

  そういう中において、実は文科省のサイエン

ス・パートナーシップの制度というものを利用し

ているところがあるんですけれども、これはどの

ようなものなんですか。また、これは活用してい

る学校等があるのかちょっとお尋ねをしておきた

いと思います。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） ただいまの各地の取り組

みを示唆していただきましたが、当那須塩原でも

同じようなことをやっているところもあります。 

  例えば、先ほど２つの例を申し上げましたが、

県のエコチャレンジスクール支援事業の活用を通

しまして、ゴーヤで緑のカーテンづくりを、小学

校では校舎、職員室、そして生徒が授業する教室

等々で使っていたり、それから間伐材でマイはし

づくりをして、総合的な学習の時間の環境を守る

というテーマに直結したり、また今、学校が主と

して環境教育の年間計画というのを立てながら児

童生徒の指導に当たるわけですけれども、それを

受けて今度は児童生徒が主体となって行う活動と

いうことで、今年度、すばらしい試みで、黒磯北

中の生徒会が黒磯北中議定書というふうなものを

つくりまして、テーマは「地球を守るため、今、

私たちにできること」というテーマを設定し、学

校の電気使用料やごみの削減など11項目で自分た
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ちにできることを、地域とそれから生徒に提言を

したということで、この議定書を市長、それから

教育委員会と議会のほうにこれを持ってきたわけ

でございますが、そういうふうに、生徒主体の取

り組みもやはりふだんの環境教育の中から生まれ

つつあるということを申し上げておきます。 

  それから、サイエンス・パートナーシップでご

ざいますけれども、今言ったこの黒磯北中議定書

がまさにそれに相当すると、こんなふうに思って

いるところでございます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） 当市においても、今、言

ったようなことはもうやっていらっしゃるという

ことはよくわかりましたし、またパートナーシッ

プも黒磯北中で活用しているんだということで、

非常に結構なことだなというふうに思っておりま

す。 

  そういう中におきまして、先ほどから那珂川、

那珂川と言っているんですけれども、実は２月18

日に下野新聞のところに、サケの稚魚を箒川に放

流したと、金沢小学校ですか、児童の皆さんがと

いうような報道があったわけでございまして、こ

れも環境教育の一環ではないのかなというふうに

思っているわけでございまして、この金沢小学校

のサケの稚魚については、下野新聞でなく大きい

新聞みな出していたというようなことで、やはり

こういうことというのは、今非常に注目されてい

るんだなというふうに感じているわけでございま

して、今後ともこういうようなことはぜひとも進

めていっていただきたいと。 

  最後に、課題点というようなことになるわけで

ございますけれども、広島大学の先生が、要する

に、教科書だけの素材だけにとらわれずに、地域

の中にあるものから教材開発していくことが環境

学習では大切になってくると。 

  次に、教材をうまく開発できても、体験主義で

終わらないように工夫したいと。体験したことを

教科の学習にするにも、認識の形態を踏まえて、

どのような能力を育てるのかを明確にしたいと。

教科学習も、こうした能力の育成の視点から教材

を開発し直すことが必要だというようなことを言

っているわけでございます。 

  課題点、いろいろとあるとは思いますけれども、

今後とも環境、今非常に注目されている教育でご

ざいます。今後ともさらなるご努力をお願いした

いということで、１番については終わりにしたい

と思います。 

  次に、２番の、武道とダンスです。24年から完

全実施だというようなことで、今、教育長さんか

らいろいろお話があったわけでございまして、備

品等に問題があるんじゃないかと。 

  私、まず武道についてなんですけれども、内容

等については先ほどお伺いしたんでわかったんで

すけれども、その場所というのは、要するに中学

校10校あるわけですけれども、選択のものによっ

てはどうするのかなと。例えば柔道を選択した場

合に、畳なんかはどうするのかなとかというよう

な心配があるわけなんですけれども、その場所等

についてはどのように考えているのか。 

  また、授業時間なんですけれども、これは大体

どのくらいの時間だということで言われているの

か、その２点についてちょっとお尋ねをしておき

たいと思います。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） 課題としまして、剣道の

防具ということで、現在、調べたところでは、

57％ほど充当になりまして、まだ不足分が約半分

弱ぐらいありますので、これは順次整備していき

たいと、こんなふうに思っております。 



 

－200－ 

  それから、柔道等ではやはり畳が必要になりま

すが、この畳についても、今現在、大体は整備さ

れておりますが、移動式の畳を、いわゆるその規

格に合ったところで体育館の中に設置して、そこ

で柔道の練習をするということですので、ふだん

はいわゆる準備室に片づけてありまして、さまざ

まな体育球技等が利用できるような、そういう形

で整備するという形になっております。 

  それから、最大の問題としましては指導者でご

ざいまして、やはり格技といいますと、直接命に

かかわるというふうなところも出てきます。例え

ば柔道などですが、さまざまな縛りの中で指導を

していかなくちゃならないというところと、あと

は県の教員の採用の面もありまして、体育関係で

どっと指導者がふえるということはなかなか不可

能でございまして、現在、部活動の剣道、柔道に

関しましてもやはり指導者の高齢化が進みまして、

特に今までバリバリやっていた指導者が教務ない

しは教頭、校長と昇格しておりまして、若い指導

者の不足が目立っているところでございます。 

  そういう中で、やはりこういうふうなものを充

当するために、今後、新採用の教師の中でも考え

ながら進めていかなくてはならないかと、こんな

ふうに思っているところでございます。 

  それから、今度は授業実数でございますが、私

も直接タッチしていないので、今、調べてご報告

したいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

  すみません、今、結果が出ました。 

  体育の時間の中で、やはりどれだけやっても大

丈夫だという縛りは特にはないんですが、やはり

体育の年間計画の中でいろいろな球技等、ダンス

その他の内容をバランスよくさせますので、そん

な中で決まってくるということでございます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） お話わかりました。 

  場所については57％が整備されているんだと、

未整備が43％と、こういうようなことでございま

して、要するに、武道場の整備率というのは５割

にも達していないんだと、全体でですね。これは、

布村というスポーツ・青少年局長のコメントなん

ですけれども、整備率というのは５割に達してい

ないんだと。 

  そういう中で、少なくとも中学校の７割に整備

するという目標があるので、達成に向けて市町村

の教育委員会にお願いしているんだというような

話があるわけでございまして、そういう中におい

て、やはり厚崎に武道場というのがありますね。

利用するとなれば、厚崎中がすぐ近いんで、利用

する気になればできるんじゃないかと思うんです

けれども、厚崎の武道場の活用というのはどのよ

うに考えているのか。 

  また、指導する指導者の確保というのが非常に

難しいと。そういう中において、高齢化している

んでというお話が今、教育長さんからお話あった

わけでございますけれども、やはり今後、進めて

いく中では、武道団体の協力とか、また地域の武

道の専門家に非常勤講師などで手伝ってもらうと

いうような、そういう施策もあるのではないかな

と思うんですけれども、その辺のところについて

のお考えはいかがでしょうか。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） まず、第１点の厚崎の武

道場に関しましてですが、これは厚崎中学校が近

いというだけで、あとはほかの学校はかなり離れ

ておりますので、中学校の今後の武道指導としま

しては、各中学校の体育館を自前で使うという形

でやっていくということでございます。 

  それから、今の指導者の問題でございますが、

現在、県の非常勤の、今ご提言がありました体制
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はある程度はあるんですが、やはりこれは県の教

員派遣にも限度がありますので、現在、その幅の

拡大について要望しているところでございますけ

れども、今後、地域の指導者とか、そういう方々

とも連携をとりながら武道の充実に努めていきた

いと、こんなふうに思っているところです。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） ぜひともそういうことで

お願いしたいと思います。 

  次に、ダンスのほうにちょっと行きたいと思う

んですけれども、やはりダンスについても非常に

指導者ですか、これが難しいんじゃないのかなと

思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） 体育の授業の中で、体育

の教師は一応ダンスも指導できることになってお

りますので、指導はやれるんですけれども、那須

塩原市というより、那須地区全体としてダンス部

という部活動があるのが、三島中にあったんです

が、なくなってしまいましたので、なかなかこの

ダンスの指導というのをまとまってやるのは困難

かと思いますが、現実には実際に体育の教科指導

の中には位置づけられておりまして、男性教師も

女性教師も別なく、ダンスの指導教師が全学年に

わたって指導をしているというところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） このダンスについても、

茨城県の中学校では昨年度といいますから、要す

るに平成20年度ですか、20年度には約２割の学校

でダンスが未実施であったと。武道以上に問題が

あったというような記事があるわけでございまし

て、そういう中において、このダンスの実質的な

授業内容というんですか、これをやっていくのは

非常に難しいんじゃないのかなと思うわけでござ

いまして、ちょっと紹介させていただきますと、

岡山大学の教育学部の附属中学校でダンスの指導

を行ってきた太田先生という方は、ダンスの特性

に触れる授業として１、２年生全員の男女共修で、

１年は創作ダンス６時間、２年は現代的なリズム

のダンス９時間をやったんだと。 

  また、東京都立小石川中等教育学校の先生は、

新聞紙を使った動きや、走る、とまる、走る、飛

ぶの運動からも、課題学習を３時間実践するだけ

でも、表現することの楽しさを中学生は十分に感

じることができたというようなお話があるわけで

ございまして、やはりダンスについてはカリキュ

ラムの研修や指導体制づくりの充実、また武道と

同じように、外部の専門化との協力体制というも

のが課題点として出てくるのではないかなという

ことをおっしゃっているわけなんですけれども、

この点についてのご見解はいかがでしょうか。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） 現在、本地区の体育のダ

ンスの状況でございますが、今ご指摘のように、

創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムの

ダンスということで、男女共修で行っております。 

  先ほど、部活動の件で言いましたのは、部活動

というのは結構特異性がありますので、かなり難

しいというところがあるんですが、ふだんの授業

に関してはこのダンスというのは未実施というと

ころはありませんで、全校でやっておるところが

うちのほうの現状でございます。 

  また、現実に創作ダンスもそれから現代的なリ

ズムも、指導者、私どもよりは子供、児童生徒の

ほうが非常に興味を持てるという面も一部では出

ますので、学校現場のダンスの授業に関しまして

は、しっかりと位置づければ本当に興味を持って

意欲的にやれると、こんなふうに思っております。 
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○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） 最後になりますけれども、

東京学芸大の池田先生という方が、要するに教育

養成大学では、これまでダンスが指導できる教員

の養成を本格的にやってこなかった現状があると。

指導する教員にダンスへの理解が不十分だと、子

供が興味を持てるように指導することは難しいし、

指導の資質が低いままでは、やはりよい授業はで

きないと。中学校の１、２年生で必修化されたこ

とで、しようがないからやるという意識から、み

ずからも楽しんで指導するということができるよ

うに資質を高めていくことが必要であると、こう

いうことをおっしゃっているわけです。 

  ぜひとも、そういうことで、ダンスについても、

また武道についてもよろしくお願いしたいという

ふうに思います。 

  以上で２番、終わります。 

  次に、３番の小中一貫校についてお尋ねをいた

します。 

  これ、先ほど小中一貫校についてお話があった

わけでございますけれども、初めに、平成22年度

の予算で、小中一貫教育基本方針策定委員会なる

ものが新しく出ているわけでございますけれども、

このメンバー等はどういうふうに考えて、また内

容等について、もしおわかりのことがあればちょ

っとお話をお聞きしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） 小中一貫教育検討委員

会のメンバーでございますが、ＰＴＡ関係者、あ

と学校と教育委員会ということで、おおむね10名

程度ということで考えております。 

  内容につきましては、先ほど教育長からお話あ

りましたように、教頭会、校長会、既に県外の先

進校、そちらを視察してまいってきています。そ

れらを踏まえまして、これからその検討会で検討

をしていくということになります。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） メンバーはわかりました。 

  そういう中において、このＰＴＡ、学校、それ

からというふうにおっしゃったんですけれども、

こういう中には、この小中一貫教育になると言わ

れております塩原、それからまだ素案の段階です

からなるかどうかはわかりませんけれども、高林

小、穴沢小、戸田小、青木小が一緒になるんだと。

そういうところのメンバーの方を入れる予定とい

うものはあるんでしょうか。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） 今回の素案の中でお示

ししている関係校の関係者を入れるかどうかとい

うことでのご質問ですが、今後の中でその辺は考

えていきたいというふうに考えています。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） ぜひとも、それは考えて

いっていただきたいということを要望しておきま

す。 

  そういう中において、これはあれですか、例え

ば小中一貫校にするという学校で、独自に学校の

カリキュラムをつくるとかということは考えてい

らっしゃるんですか。 

  また、そういう中において、教育委員会がベー

スとなるそういうカリキュラムをつくろうとして

いるのかどうか、その辺をちょっとお聞きしてお

きたいと思います。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） 先ほどの答弁で申しまし

たように、いわゆる学習に対する基本的な姿勢づ

くりを目指す段階と、それから意欲的な姿勢づく

りを目指す段階と、そして主体的に学ぶ姿勢づく

りを目指す段階ということで４．３．２と。この
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カリキュラムにつきましては、まだ独自という形

では持っていきませんが、今のところ小学校と中

学校のスムーズな連携ということで、一部に教科

担任制の導入という形を取り入れるという形をや

っておるところでございますが、今後、先進地の

参考例と本市の教育課題を考えながら、このカリ

キュラムというのは指導要領でしっかりと位置づ

けられておりますので、特進制、ないしはその旨

の許可がないとこれを改変することはできません

ので、今のところは平常のカリキュラムで行って

いくと。ただし、その立地の条件とか、それから

連携の方向によってその運営の方向を変えていく

という形になるかと思います。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） よくわかりました。 

  そういう中において、横浜市の、これは菅田中

学校、それから近隣の池上小学校、羽沢小学校、

菅田小学校、これがやはり一貫教育のカリキュラ

ムをつくっているんだと、小中４校がスクラムを

組んでつくっているんだと。 

  その内容を見ますと、小学校側に主担当校を置

き、本年度は保健体育、算数、道徳、理科、英語

活動をテーマにし、特別活動、総合、道徳は各校

でと決め、22年度は扱っていない教科を取り上げ

ると。菅田中では、完全実施までの期間、小学校

とかかわりつつ、中学校の全領域教科をカバーす

るというようなことで、一貫教育のカリキュラム

づくりを推進しているんだというようなお話があ

るわけでございまして、そういう中において、市

の教育委員会からは小中一貫教育のベースカリキ

ュラムが提示されてくるというようなことで、そ

れと自前のカリキュラムと提示内容を使って検証

していくんだというような新聞の報道があるわけ

でございます。 

  そういう中において、やはり私は一貫教育、先

進校を教頭会、校長会で見たというようなことな

ので、今さら申し上げるまでもないとは思います

けれども、やはり先進校として、京都の精華町立

山田荘小学校、それから同精華南中学校では、言

葉の学習を基盤とした学力の向上、人間関係を育

成する取り組み、健康や体力を高める活動、この

３つのプロジェクトなど小中共通の課題や視点を

明確にして、必然性のある実践研究を進めている

んだと。 

  京都市立洛西中学校では、新林小と境谷小とと

もに全員参加の小中部活活動交流会や小中の３校

合同の漢字検定、英語検定試験の実施、学校運営

協議会の協力を得て読書・家庭学習習慣の確立な

どにも取り組んでいるんだという先進例があるわ

けでございます。 

  また、私ども清流会と青嵐で実は２月に研修し

てきました香川県の琴平町におきましては、ここ

では琴平中学校と同町内の小学校３校で、新設教

科としてまちづくり科を設置したと。そして、琴

平町の子ども議会でまちづくり案を提言するなど、

小中一貫のまちづくり教育に取り組んでいると。

全国的に見て、生徒が地域のまちづくりにかかわ

る学習は総合的な学習などの実践が知られている

が、小中一貫の教科として取り組むのは全国初の

試みであると。 

  この琴平町の内容を申し上げますと、夏休み前

に琴平中学校のまちづくり科の授業におきまして、

ここでまとめられたまちづくり案は、夏休み中の

子ども議会で琴平町に提言されると。そして、琴

平町の小中学生が一日議員になって、町の将来を

考える恒例の行事であると。そして、ことしで15

回目を迎えるということでございます。 

  内容は、ちょっと質問事項ということで申し上

げますけれども、ごみのないまちづくりとか、そ
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してこれはやはり琴平町、金比羅さんが控えてい

ますので、観光客が多く訪れるようにごみのない

美しい町にしたいという、そういう願いでの質問

でございます。また、高齢者や障害者も住みやす

い町をみんなでつくろうと。それから、あそこに

は昔から歌舞伎をやっている金丸座というものが

ありますけれども、この金丸座を守り、金比羅歌

舞伎をもっと盛り上げていきたい。また、人と人

がつながるまちづくりを目指してと。また、世界

に誇れる美しい町琴平をつくるためにとかという

ようなことで一日子ども議会が開かれるというこ

とで、子どもたちがまちづくりのために参加して

いるというようなことで、本当に私どももいい研

修をしてきたなということで感じているわけでご

ざいますし、またその中で、やはり評価というの

はどうなのかというような話もあったわけでござ

いまして、評価については、琴平検定ということ

で町独自に検定をしているんだというようなお話

があったわけでございます。 

  以上、何点か申し上げましたし、また琴平町の

ことも言ったんですけれども、教育長さんのご所

見をちょっとお伺いしておきたいと思います。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） 答えになるか。 

  まず、この一貫教育というふうなものが話題に

なり、そして検討を始めたところは、今まで小学

校、中学校という義務教育２つの形態があります

が、この９年間はやはり将来の人格づくりのベー

スとして義務教育が設定されておりますけれども、

小学校６年の学習指導の目標、そして児童指導の

目標、生活に密着できるような目標というのをつ

くり、そしてまた中学校へ入るとそこで一たん途

切れて、中学校独自の目標設定ということから、

やはりこの地域の実態、地域の要望、そして地域

の将来、地域の中で生きる子どもたち、これを児

童生徒がどのようにこの義務教育の中で育ってい

くかということを考えたところで小中一貫と、切

れ目のない９年間のスパンでというところが小中

一貫の発想でございます。 

  そのために、今まで議員がおっしゃられたよう

な、個々の学校につきましてはさまざまな特徴あ

る活動を取り入れておりますが、それを地域の実

態の中で、地域の教育力の中でどのようにそれを

連携させるかというところを考えながら、今後、

進めたいというところでこの小中一貫というふう

なのを考えているところでございます。 

  それから、この子ども主体、生徒主体というと

ころで、子ども議会の話題も出ましたが、今後に

ついてこれは検討するところが多々あると思いま

すが、先ほど、一番最初に京都議定書に並んで北

中議定書というふうなところもご紹介しましたが、

やはり児童生徒の中で自主的に、そして自発的に

そういう活動に取り組もうという姿勢は、やはり

さまざまな場面で育てていかなくちゃならないと

いうことで、子ども議会もその１点ととらえて、

今後、検討の材料にさせていただきたい。 

  以上でございます。 

○議長（平山 英君） ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午前１１時０２分 

 

再開 午前１１時１２分 

 

○議長（平山 英君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） 小中一貫教育、先ほどの

お話ですと小４ギャップ、中１ギャップと、そう

いう対象なんだという中で、この小１ギャップと
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いうのも私は聞いているんですけれども、これに

ついての考え方はどうなんでしょうか。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） 小１ギャップというふう

な形にはなっておりませんけれども、今、県の施

策としましても、ワンツープロジェクトというこ

とで、１年生の児童がクラスで人数をオーバーし

ますと、そこに県費職員として１名を配置すると

いう形で、これは各学級の構成で人数が35を超え

ると１名つくという、ワンツーですので、１年生

といわゆる低学年に、最初の学校適応について非

常に問題があるというところから、それと同時に、

指導が本当に一人一人に目を通すのに、やはりき

め細かな指導が必要な、そういうところがありま

すので、そんなところを措置しているというとこ

ろでございます。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） 再度確認なんですけれど

も、やはり小中一貫教育を行っていくためには、

この小１ギャップというのもやはり考えの中に入

れて進めていくということでよろしいんでしょう

か。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） むしろ、小中一貫という

のの前に、幼・保・小ということで、今現在、小

学校の先生とそれから幼稚園、それから保育所の

先生との連携ということで、幼・保・小部会とい

うのをつくっております。ですので、小中一貫と

はまたちょっとニュアンスが違うんですが、そこ

らの連携を進めているところです。 

○議長（平山 英君） 29番、菊地弘明君。 

○２９番（菊地弘明君） 今、教育長さんのおっし

ゃったように、幼・保・小連携というのはそうい

うことで書いてあるわけなんですけれども、そう

いう中におきまして、３月８日の朝のテレビをち

ょっと見ておりましたら、東京都においては小学

校１年生の学級崩壊が23.9％起きているんだとい

うお話があったわけでございまして、私は今、教

育長さんのお話ですと、幼・保・小というような

ことで連携してやっているんだというお話でござ

いますので、安心はしたところはあるんですけれ

ども、やはり９年間を見通した小中一貫の中で、

この小１ギャップというものもやはり頭に、入れ

ていらっしゃるのはよくわかるんですけれども、

これらも検討課題に入れて私はやっていくべきで

はないのかなというふうに思ったものですから、

この質問をさせていただきました。 

  うちのほうでも幼・保・小をやっているという

ことでございますけれども、神奈川県の秦野市立

つるまきこども園と鶴巻小学校では、入学時の４

月生まれ月順の仮クラスとして、入学児童全体を

１つの集団と見て、５月に正式にクラスを決定す

るまで担任は２日間で交代し、同一の歩調で指導、

学年の全担任が全児童全員を知る体制にしたと。

地域の長寿会の有志や２年生以上の保護者らのサ

ポートスタッフの支援も得て、児童が友達や新し

い環境になれるようにしたというようなお話があ

るわけでございまして、やはりそういうようなこ

とで幼・保・小の連携は進めていっていただきた

いなということを要望しておきます。 

  以上で一般質問終わるわけでございますけれど

も、いずれにいたしましても将来を担う子どもた

ちのためでありますので、本当に小中一貫にして

も、いろいろなことについても大変なことがたく

さんあるとは思いますけれども、ぜひとも努力を

して、子どもたちにこの市に住んでいてよかった

と言われるような教育体制を築きながら指導して

いっていただきたいと。 

  また、最後に、３月でもって退任なされる職員

の皆さん方には、平成の大合併という本当に困難
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な時期を乗り越えてこられたわけでございまして、

これからも我々議員はもちろん、行政の方もこの

那須塩原市、住んでいてよかったというまちづく

りを目指しているわけでございますので、退任さ

れた後も、ぜひともこの那須塩原市に対しまして

ご支援とご協力を切にお願い申し上げまして、私

の一般質問を終わります。大変ありがとうござい

ました。 

○議長（平山 英君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） 一般質問が終わったとこ

ろでございますが、先ほどのサイエンスパートナ

ーシップのところで、私の説明が不十分なところ

がありまして、協力をいただいている方に申しわ

けありませんので、県の博物館の出前講座みたい

な、いわゆるこちらから職員派遣要請をしたり、

それから子ども科学館というのがありますが、そ

このスタッフ、そのスタッフと職員の協力を得て

各学校で、小学校等を実施しているところでござ

いますので、説明不足を申し上げます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 以上で、29番、菊地弘明君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 眞 壁 俊 郎 君 

○議長（平山 英君） 次に、11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） 議席11番、眞壁俊郎でご

ざいます。 

  去る３月８日は私の長男の受験の日でありまし

て、きょうは何か私がそんな心境でございます。

皆様の温かいご協力をお願いしまして、早速、一

般質問入りたいと思います。 

  まず、第１番目でございますが、市政運営方針

につきまして。 

  栗川市長は、昨年２月の就任より２期目の市政

に当たり、初心に立ち返り、市民の皆様の声を受

けとめながら、選挙公約の実現と着実な市政運営

を図るため全力を注いでまいりました。ごみの減

量化と負担の公平化を目指したごみの有料化、那

須塩原クリーンセンターの完成や西那須野地区中

心市街地活性化事業など大型プロジェクトが完了

するなど、着実に市政運営がなされているところ

でございます。 

  しかし、世界においては、グローバル社会の到

来により、経済、環境状況など短期間に激変する

時代です。 

  また、国政においては、民主党政権となり、地

域のことは地域が決める、活気に満ちた地域社会

づくりのための地方分権推進政策が進められよう

としており、地方自治体にとっても大変大きな変

革の対応が求められることからお伺いするもので

ございます。 

  ①国民生活に深くかかわる制度が見直されよう

とする中で、変革の時代、先行きの見えない社会

の到来で、こういう時代だからこそ、社会の動向

や変化に臨機に対応するため、職員とともに市民

の声に耳を傾け、市民との会話を重ね、市民の目

線に立って公平、公正に行政執行に努めなければ

ならないと考えているとありますが、民主党政権

になり、今後、地方分権推進政策が進められると

思いますが、これについてどのように考えますか。 

  ②につきまして、那須塩原市には森林資源370

㎢、農地面積100㎢、観光における年間入り込み

客930万人、製造品出荷額4,000億円、交流の基点

となる高速交通網などの豊富な資源があり、最大

限に活用すれば那須塩原市の未来は開けてくるも

のと思うとありますが、具体的な活用方法や施策

はどのように考えているかお伺いいたします。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君の質問に
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対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） 11番、眞壁俊郎議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  市政運営方針についてお答えをいたします。 

  ①民主党政権となり、今後、地方分権推進政策

が進められると思うが、どのように考えているの

かとのご質問にお答えをいたします。 

  地方分権改革につきましては、これまでエンジ

ン役を担ってきた地方分権改革推進委員会にかわ

り、昨年11月に新たに首長を議長とする地域主権

戦略会議が発足し、12月には地方分権改革推進計

画が閣議決定されたところでございます。 

  今後、所要の法律案が今国会に提出される見通

しとのことですが、自治体への義務づけ・枠づけ

の見直しや条例制定権の拡大、さらには基礎自治

体への権限移譲などの見直しが、真の地方分権改

革を実現する内容となるよう期待をしておるとこ

ろでございます。 

  次に、②の豊富な資源の具体的な活用方法や施

策をどのように考えているのかというご質問であ

りますが、本市の約３分の２を占める森林は、地

球温暖化抑制への貢献はもちろんのこと、本市の

代表的な景観である山並みの眺望や緑豊かな街道

風景などを形成する重要な資源であることから、

景観条例の施行や元気な森づくり事業などの実施

により、良好な状態で後世に継承できるよう努め

ていきますとともに、バイオマスエネルギーの資

源や観光にも寄与するいやしの場の資源として、

さらなる活用が図れるものと考えております。 

  また、広大な面積を有する農地は、米、高原野

菜、生乳など多種多様な農畜産物を生み出す基盤

であり、さらに今後、首都圏との近接性や高速交

通網の優位性を生かし特産品づくりやブランド化

を進めていけば、将来を展望できるものと思って

おります。 

  観光は、年々、宿泊客数が減少するなど厳しい

状況下にあります。この打開策として塩原温泉で

は、地域再生事業や食と健康をテーマにしたヘル

スツーリズムによる事業を展開、また板室温泉で

は、誘客のための活性化策として、木の俣園地の

整備などを進めておりますが、さらに今後、大規

模商業施設などとの連携や平場の観光資源と連携

した新たな周遊ルートの開発などにより、その魅

力を高めることができるものと考えております。 

  また、雇用と市民所得の柱である商工業は、本

市の維持発展に不可欠なものであります。大変厳

しい環境にありますが、今後、西那須野塩原及び

黒磯板室の２つのインターチェンジを生かした活

性化策などを模索し、将来の展望につなげていき

たいと思っております。 

  分野ごとの主な考え方については以上でありま

すが、より重要なことは、それぞれの分野を有機

的に結びつけることであり、このことによって地

域産業全体を活性化し、本市の将来を切り開いて

いければと思っておるところでございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） それでは、順次再質問さ

せていただきます。 

  地方分権の推進につきましては、市長が今、触

れられておりました。まさに民主党は、衆議院選

挙のマニフェストにおいて霞ヶ関を解体、そして

再編し、地域主権を確立すると。この地域主権と

いうと、私の尊敬する早乙女議員からはちょっと

怒られそうでありますが、こういうことを実際に

民主党が掲げて政権を取ったわけでございます。 

  地域主権を確立するという意味は、まさに明治

維新以来続きました中央集権体制を抜本的に改め、

地域主権国家へと転換することであります。中央
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政府は、まさに国のレベルの仕事に専念し、国と

地方自治体の上下関係、主従関係から対等、協力

の関係に改め、地方政府が地域の実情に合った行

政サービスを提供できるようにすることでござい

ます。 

  先ほど市長からありましたように、ここへ来て

いろいろな動きが出ております。地方自治法の抜

本的な見直しの案を取りまとめるために、総務省

におきまして、地域主権戦略会議、この会議が今

月の３日ですか開かれまして、国と地方の協議の

場を法定化する設置の新法案、また地域主権推進

一括法、こういうものの提示がされたわけでござ

います。 

  国と地方の協議の場というのは今までもあった

と思いますが、これをしっかり法律化することに

よって、まさに地方の意見を大いに取り組もうと

いう政府の姿勢だと私は思っております。こうい

うことが、これからどんどん変革の時代で間違い

なく来るということでございます。 

  市長のほうから、先ほど答弁はいただいている

んですが、今のような話も聞きまして、大変、変

革の時代というような中で、もう一度、所信をお

聞きしたいなと思うんです。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） 先ほど、民主党政権にかわ

っての内容等についての説明をいたしたところで

ございます。 

  私ども地方行政を預かる側といたしましては、

地方分権ということでさまざまな権限が移譲され

ること、誠に私としては喜ばしいことだというふ

うに思っておりますし、これが地方が主権を取る

という中では最も大事なんだろうというふうに思

っております。 

  そういうことで、今回は民主党に政権がかわり

まして、これまで続いた政権とは異なった施策を

打ち出すということで、その主な中で申し上げま

すと、先ほど申し上げましたように、地方に権限

を積極的に移譲していくという考えを示されてお

ります。そういう中で、これからが私は最も大事

な時期に入ってくるんだろうというふうに思いま

す。 

  当然、法律が決まり、そういう中で地方行政が

運営される形になるわけでございますけれども、

先ほど話に出てきましたように、これからはいろ

いろな協議も地方と対等の立場でさせていただけ

るというような話でございまして、地方六団体と

してもこれまでそのような要望を重ねてきたとこ

ろでございます。そういう意味でも望ましい形が

生まれてくるのかなという期待をいたしておりま

す。 

  いずれにいたしましても、そういう状況が整い

ますれば、地方の意見も吸い上げていただけるも

のというふうに期待をするところでございますし、

私ども地方行政をあずかる者といたしましては、

当然、そういう形の中で、政権がどこの政権であ

ろうとも、住民の考え方が政治に反映される組織

ができてくるということだというふうに認識をい

たしておりますので、今後の成り行きを見守って

いきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） 本当に今、力強いお言葉

をいただきました。一つ喜ばしいことだと、また

望ましい形になるんじゃないかということでござ

います。 

  まさに地域住民、この考え方が、市長も言った

ように、政治に取り組まれること、このことが地

方分権の推進だろうと思っております。 

  地域主権戦略会議におきまして、地域主権戦略
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大綱、こういうものを今、策定を目指しまして議

論を始めているようでございます。内容は、先ほ

どもありましたように、義務づけ、枠づけの見直

し、また基礎自治体への権限移譲、国の出先機関

の改革、ひもつき補助金の一括交付金化、こんな

ことを論議する予定でございます。 

  協議の内容が今後どうなるかは私もわかりませ

んが、このような地方自治法の改正の動きは、ま

さに今までかつてない、そういう動きでございま

す。まさにこの地域主権が現実的に実現できるか、

こういう大きな転換点であると思っております。 

  地域のことは地域が考え実施する、そして権限

が大きくなる。しかし、その反面、大きな責任も

出てくると。市としても、こういう大きな変革や

改革が必要となってくると私も考えております。 

  ちょっと難しい答えになるかと思いますが、考

え方、対応などを総務部長のほう、お願いします。

企画部長ですか。よろしくお願いします。 

○議長（平山 英君） 企画部長。 

○企画部長（高藤昭夫君） 地方分権がこれから進

んでいくと、こういうことで、先ほど市長が言っ

ておりますように、私どもとしてもこれは望むと

ころだと思いますし、当然、やっていかなければ

ならないことだと、こう思っております。 

  ただ、そういう中で、まだ具体的に事務的に中

身が見えないと、こういう状況なものですから、

場合によっては今後の対応、中身によってはいろ

いろな課題も地方行政、我々職員にも課題が発生

してくるんではないかと、こういうところがあり

ますので、当然、やってはいきますけれども、そ

の辺の課題、こういったものに十分対応していか

なければならないという問題点はあるかなと、こ

んなふうに思っております。 

  いずれにしましても、これからいろいろ形が、

中身が見えてきた中で、庁内でも横の連携なりい

ろいろな対応が必要だと思いますので、それはし

っかりやっていきたいなと、こんなふうに思って

おります。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） ありがとうございました。 

  まさにまだこれからという状況かなと思ってお

りますので、ぜひそういう状況をしっかり見てい

ただいて、対応していただきたいなと思っており

ます。 

  責任ということでありますが、議員、議会の責

任もこれから大変大きくなってくるんだろうと思

っております。地方自治の改革につきましては、

これは総務省のほうの考え方と思いますが、欧米

の自治体では一般的な広い意味での議員内閣制の

導入も目指していると、こういうことも言われて

おります。市長が議員の一部をみずから起こさせ

る行政の主要ポストに起用し、政策の立案から執

行までできる制度なども検討されるようで、この

ような制度ができると、まさに私たち議会、議員

の権限もかなり大きくなりまして、その反面、ま

さに大きな責任を果たすことになるんだろうと思

います。 

  議会としても、現在、議会活性化検討特別委員

会、こういうものを立ち上げて開いております。

その辺、しっかり議会の活性化に今、取り組んで

いるところでございます。まさに、執行部と我々

議会が切磋琢磨して、この市の発展に努めていき

たいと、このように思っております。 

  地方自治の語源は、ギリシャ語で「みずから治

める」という意味だそうでございます。ギリシャ

は今、大変な状況で、みずから治める状況ではな

いかもしれませんが、那須塩原市は、まさに自己

決定、自己責任、自己負担によりみずから治める

市となるように希望したいと思っております。 

  次に移りたいと思います。 
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  ②の那須塩原市の未来が開けてくる具体的活用

方法と施策でございますが、いろいろ答えがあり

ました。まさに那須塩原市、森林、農業、やはり

これは私も那須塩原市の本当に貴重な財産だと、

このように思っております。そういう施策につき

ましては、私はこの具体的活用方法とか施策につ

きましては、まさに那須塩原市の成長戦略の部分

なのかなと思っております。 

  国におきましても、昨年末に新成長戦略の基本

方針が示されました。環境、エネルギー、医療、

介護、アジア、観光、地域活性化、科学技術など

でございます。成長なくして日本の未来はないと

いうことかと思います。 

  那須塩原市において、この成長戦略の部分が示

されているところが、総合計画の中で活力を創出

するまちづくりかと思います。農林業、畜産業、

商業、工業、観光の振興、そして雇用、就労の環

境の充実、こういうことが示されております。 

  この成長戦略政策は、やはり今後、地方分権が

推進されますと、大変重要な施策になるんだろう

と私は思います。特にこの財政の部分の責任、税

収の拡大、また税源の確保から大変重要な政策に

なってくるんだと私は考えております。 

  次期の総合計画など、やはり私はしっかり示し

ていただいて取り組むべきだと考えておりますが、

このような考えについてはどのように考えている

かお伺いしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（高藤昭夫君） 那須塩原市の次回の総

合計画、平成24年からということで、22年度から

具体的な準備に入っていくわけですけれども、た

だいま議員からお話、先ほどもありましたように、

地方分権がどんどん進んでいくと、この次代は多

分、それぞれの自治体の力が試される時代だと、

こういうことを十分認識をしながら、先ほどご質

問にあった那須塩原市が厳しい時代の中でいかに

力をつけながら魅力ある都市になっていくかと、

こういうことだと思います。 

  そういう中では、今お話にもありましたが、当

然、広い地域を持っています。そういう土台はあ

るわけですけれども、その中で有効な施策を展開

して、税収といいますか、その根幹となる部分を

しっかり確保していかなければならない、こうい

うことになりますと、今お話にありましたように、

それぞれの産業、さきほど市長もそれぞれの産業

がリンクしながら全体を活性化させていくと、そ

れが市の発展じゃないかと、こういうお話があり

ましたけれども、まさに総合計画の中でもそうい

ったことを十分認識しながら、発展性といいます

か、夢の持てるようなまちづくりに向けた計画を

つくっていきたいと、このように考えております。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） ありがとうございました。 

  まさに夢の持てる、そういうまちづくりを私た

ちもしっかりしていきたいなと、このように思い

ます。 

  続きまして、２のほうの平成22年度の予算編成

について質問いたします。 

  平成22年度の予算編成に当たっては、市民税な

ど大幅な減収が見込まれ、合併以来、最も厳しい

状況にありますが、自主財源の確保に努め、市民

生活に必要不可欠な喫緊の課題の優先度を見きわ

め、市民ニーズに的確に答えながら変革に柔軟に

対応する市政運営を目指し予算編成を図られまし

たが、民主党政権後、初めての予算編成であり、

市にとって負担や財源がどのように変わったか、

また財政状況が極めて厳しい中の留意した点など

をお伺いするものでございます。 

  ①地方財政対策により、地方交付税が７億
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3,000万円増額、また臨時財政対策債が15億円と

いずれも一般財源に充てられると思いますが、今

後の財源としては不透明であるが、どのように考

えておりますか。 

  ②子ども手当については22年度から支給される

が、児童手当併用など財源については不透明であ

るが、国・県からの説明は受けておりますか。 

  また、市の財政運営への影響をどのように考え

ておりますか。 

  ③予算編成のキーワードは市民生活の優先度で

ありますが、優先順位をどのように精査し、予算

編成に反映をされましたか。 

  ④安易に前年度踏襲は行わず、事務事業評価等

を通じた事業の検証、見直しによりスクラップ・

アンド・ビルドにより予算編成をしたと思うが、

どのように反映されたか。 

  ⑤国・県の動向や情報を的確にとらえ予算編成

に当たったと思うが、国の予算も不透明の中での

予算編成であり苦慮したと思うが、今後、どのよ

うな影響が出ると考えるか。 

  ⑥地域経済の活性化対策として、市内事業者の

受注機会の拡大のため、決めの細かな事業の選定

についてはどのように配慮したか。 

  以上、質問いたします。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） ご質問いただきました

平成22年度の予算編成につきまして、６項目順次

お答えしたいと思います。 

  まず、①の地方交付税及び臨時財政対策債の財

源についてのお尋ねでございますけれども、地方

交付税及び臨時財政対策債の予算計上に当たりま

しては、国の地方財政計画に基づき行ったもので

ございます。国の地方財政計画につきましては、

法に基づいて通年の計画として国会に提出され公

表されているというものでございますので、一定

の財源保障を国がしているものというふうに理解

しているところでございます。 

  ②の子ども手当についてですけれども、国・県

からの説明状況につきましては、１月21日に県庁

において、県内の子ども手当・安心子ども基金事

業担当者会議が開催されました。内容は、１月18

日に厚生労働省で開かれた全国児童福祉主管課長

会議の資料に基づいて、制度や費用負担の考え方、

交付金の算定方法について概要説明を受けたとい

うところでございます。 

  市の財政運営への影響でありますけれども、子

ども手当が児童手当と併用支給されるということ

になりますので、新たな市の負担が発生するとい

うようなことについての負担増については、地方

特例交付金として措置されますので、実質的な財

政負担については発生しないというふうに考えて

おります。 

  ③番目の、予算編成のキーワードの優先度、そ

れから④番目の事務事業評価の見直し、これにつ

きましては、３月８日、公明クラブ、吉成伸一議

員にお答えしたとおりでございます。 

  ⑤の、今後、どのような影響が出るのかという

ようなご質問でございますが、平成22年度の予算、

政権交代後間もない予算編成となりましたので、

国の予算編成の方針、それから地方財政対策など

が示されない中での予算編成となりました。そう

いう中で、徐々に明らかにされる新たな情報、そ

れらにその都度対応しまして、予算編成を行って

きたというのが経過でございます。 

  今後の影響につきましては、国の予算、個々の

事業の制度設計がまだ明らかにされておりません

ので、これらが具体化された段階で補正予算等々

の弾力的な対応が必要になるんではないかという

ふうに考えているところでございます。 
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  次に、地域経済の活性化対策としての事業の選

択について、どのように配慮したのかというご質

問でございますが、地域活性化・きめ細かな臨時

交付金につきましては、平成22年１月１日以降に

予算計上されて実施される地方単独事業でござい

まして、主に公共・公共用施設の建設、または修

繕の事業を対象とするということになっておりま

す。 

  本市の事業の算定に当たりましては、市民生活

に密着した消防、学校、保育園、公民館、観光施

設、そういった広範な公共・公共用施設の建設、

修繕を基本として、市内事業者の受注機会の拡大

に配慮したというところでございます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） それでは、順次再質問し

たいと思います。 

  まず、①の交付税と臨時財政対策債の関係でご

ざいますが、これにつきましては、国の計画に基

づいて実施した財源であり、一定の財源の保障は

国がしてくれるんだろうということでございます。 

  まさに今回のこの２つの財源は、那須塩原市の

ことしの財政では大変貴重な財源であることは間

違いありません。しかし、先ほどもありましたが、

臨時財政対策債につきましてはこれは100％交付

されるということでありますが、実際、国の情勢

次第によりましては交付されないとか、この後、

いろいろなことですりかわる、こういうことも考

えられるのかなと私は思っております。 

  また、今、国の財政、借金を考えますと、主要

先進国の中でもまさに今、最悪の水準でありまし

て、日本の国債のリスクにつきましてもささやく

声が少し出ている、こういうのも事実でございま

す。国の財政が今すぐ破綻するとは考えられませ

んが、これ以上、国の財政の健全化を先延ばすと

いうことは、私は大変危険なことだと考えており

ます。 

  それにおいても、政府は消費税につきましては

この三、四年は増税することはないと。また、こ

の経済が大変厳しい中で経済活性化という中で、

大変大きな赤字国債の発行をされているというの

が現状でございます。まさにこの地方交付税の増

額や臨時財政対策債などは、結局は私たち国民に

回ってくる負担であるということだと思っており

ます。こういうことをぜひ皆様と一緒に共有して、

そういうことをしっかり考えていかなければいけ

ないんだろうと、このように思います。これにつ

きましては答弁は結構ですので、そういうことで

よろしくお願いしたいと思います。 

  ②の子ども手当の関係でございます。 

  １月22日に会議のほうは県のほうで受けたとい

うことでございます。あと、財源についてはやは

り、これは国が予定した子ども手当でありますの

で、保障はされるんだろうということでございま

す。私もそうあってほしいなと思っております。 

  昨日の子ども手当につきましては、若松議員、

櫻田議員の結婚、また婚活の質問の中でも論議さ

れました。本当に、一部におきましては、この国

の財政が大変厳しいときにばらまき政策だと批判

している人もおりますが、私はすばらしい政策だ

と考えております。子育て支援の意味もあります

が、それ以上に、若者が結婚して、たくさんの子

どもを生めるようにする、これはまさに日本の将

来のための成長戦略の政策だと思っております。 

  児童手当の話でありますが、私はいただいたこ

とがありません。ちょっと結婚したのが少し遅か

ったこともありまして、収入が少し多かったのか

なとは思っております。しかし、今回の子ども手

当につきましては収入制限なしということで、い

ただけるということで、大変うれしく思っている
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ところでございます。 

  子ども手当の質問につきましては、代表質問で

相馬、関谷両議員が質問されまして、まさに市と

しましてはすべての人にしっかり支給できる、そ

ういうことが非常に大事になってくるんだろうと、

このように思っております。 

  １点だけ再質問したいと思います。 

  財源政策対策の概要というのがあるそうであり

ますが、平成23年度以降、子ども手当は全額国費、

そして子育て政策は地方負担というイメージが示

されております。子ども手当の影響で、子育て政

策について、今まで国とか県が負担や補助をして

いた分が市の負担の増加になるというふうに私は

ちょっと思われますが、この辺についてどのよう

に考えるかお聞きしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 今言われました子

ども手当につきましては、全額国費負担というの

は国のほうで、23年度ですか、そういうことを示

しておりますが、子育て支援対策の施策につきま

して、それは地方だというのはちょっと私のほう

では詳細が来ておりませんで、承知いたしており

ません。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） わかりました。 

  まさに、今、そういう地方だということは、決

まっていないんだろうと思います。 

  しかし、やはり今、国の財政が大変、厳しい状

況の中で、やはりこういうことも出てくるのかな

ということが考えられますので、ぜひそういうこ

とも考えていただきたいなと、このように思って

おります。 

  続いて、③番目の、予算編成に当たりましての

キーワードの件でございますが、これにつきまし

ては吉成議員に回答したとおりということでござ

います。 

  その中で、やはりどこを一番優先したかという

と、地域の活性化とか教育環境、安全とか安心、

そういう部分だということでございますが、一つ

だけ、市民との協働、こういうものを年頭に作成

するようにというところが予算編成の中の指示に

あったかと思いますが、市民とつくる協働のまち

づくりは、栗川市長２期目の市政運営のメーンテ

ーマでもあります。市民とつくる協働のまちづく

りの観点から、どのような予算編成がなされたの

かお伺いしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 協働のまちづくりと予

算編成ということでのお尋ねですので、お答えし

たいと思いますけれども、財政運営の中で市民と

の協働ということになりますと、私は昨日、一般

質問の中でいみじくも櫻田議員がおっしゃられた

ように、入りをはかって出を制すというような財

政状況にはないというふうに私も思っております

し、同感だというふうに思っています。 

  そういう中で、市民と協働をどういうふうにし

ていくのかということになりますと、やはり予算

は、以前にも申し上げておりますように市民サー

ビスの量だというふうに思っております。 

  市民サービスの量というのは、これは行政が選

択するものではなくて、市民の皆さんがあれか、

これかということで、当然、選択をしていってい

ただくものだというふうに思っておりますし、そ

れに対して、行政側はしっかりと財政計画をつく

って、それを実現するというところに協働がある

んではないかというふうに思っておりますので、

予算編成に当たってもしっかりとした事業を市民

の皆さんが選んでいただいて、我々がそれをしっ
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かりと実行していくということが協働だというふ

うに思っております。 

○議長（平山 英君） ここで昼食の時間をとりた

いと思います。 

  午後１時再開させていただきますので、よろし

くお願いをいたします。 

 

休憩 午前１１時５９分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（平山 英君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） それでは、午前中に引き

続き再質問してまいりたいと思います。 

  ④のほうから行きたいと思います。 

  まず、今回、この事務事業検証見直しというこ

とでスクラップ・アンド・ビルド、こういうこと

が示されていたかと思いますが、この辺について

どのようにやられたのかお聞きしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（高藤昭夫君） 事務事業評価の関係で

のスクラップ・アンド・ビルドということですけ

れども、前回、全協のときにも20年度の資料の中

で申し上げましたけれども、事業評価にかけたも

のは実施計画の主要事業の207の事業なんです。

こちらにつきましては、前回も申し上げましたが、

明確に廃止をすると、こういうものは主要事業で

すからないということでお答えいたしましたけれ

ども、そのほかにも全体で1,000を超える事業が

あるわけですので、それらはそれぞれの担当の中、

課の中でいろいろ評価が日常的に行われていると。 

  そういう中で、例えて言えば、今回、議案にも

なっておりますけれども、期限がついている元気

なまちづくり基金事業とか、こういうったものは

廃止を当然していくということで、評価というか、

ペーパーでのあれではないんですけれども、内部

的にはそういうことになると。 

  そのほか、特殊勤務手当なんかも今回、見直し

ておりますし、さらには補助金も、まだ最終結論

ではありませんですけれども、幾つか大きく見直

されるものも出てくると、こういうことで、実質

的にはこれが幾つあったという検証はしておりま

せんですけれども、そういう評価の中でスクラッ

プ・アンド・ビルドも行われていると。 

  ビルドのほうにつきましては、大きなものとし

て前回、吉成議員ですかお答えしたように、街な

かサロンとかお年寄りのお話は申し上げたとおり

です。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） わかりました。 

  ビルドにつきましては、私も了解しているとこ

ろでございます。 

  1,000を超える事業ですか、これは係のほうで、

課のほうでという形かと思います。また、特殊勤

務手当とか補助金は今回、若干手をつけてきたと

いう形かなと思います。 

  その中で、やはりスクラップという中で、実際

に私、やはり目標とかそういうものがまず一つあ

ったのかどうか。 

  あと、それをスクラップに関して廃止したとか

縮小したという形の中で、どのぐらいの金額が実

績として出たんだというのが、もしわかればお願

いしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 企画部長。 

○企画部長（高藤昭夫君） 私ども那須塩原市で行

っている事務事業の評価につきましては、必ずし
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も経費の削減を目的というものではありません。

もちろんそういう部分もありますけれども、現在

行っている事業をより目的に沿って成果を上げて

いこうと、改善をしていこうというふうに視点を

置いているものですから、そういうところで幾ら

削減というものは明確にはなされていないという

現状にあります。 

  ただ、手法として、きのうも吉成議員さんのほ

うからも、成果というものが見えないと、なかな

か継続的な運用も難しいんではないかというお話

があったときに申し上げましたが、そういったこ

とで、今後、改善を加える点として、評価をしま

して、全部の事業というわけにはいかないかと思

いますが、例えば幾つかの事業を経費の面から見

直すと、そういう観点から改善を加えていくとい

う評価が出たものについて抽出をして、その改善

プランをつくって、それらを行革集中プランの中

に盛り込んで達成をしていくと、そういう中で、

ある程度、小物事業についての例えば削減額とか、

そういったものを一つの流れとしていけば、最終

的にはそれを予算に反映していくと、評価から予

算まで一つの流れでできるんじゃないかと、この

ような運用を今後、研究していくというか、そん

な流れで深めていきたいなとこの事業を思ってお

ります。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） ある程度わかりました。

行革の集中プランのほうでやっていきたいという

お話かと思います。 

  今、やはり国とか県市町村でも事業仕分け、こ

ういう部分がかなりいろいろなところで出てきて

いるところでございます。 

  きのうの新聞でしたか、鹿沼市では、この事業

仕分けをして、来年度の予算の編成に合わせちょ

っとそういう事業仕分けをしたいと、そんな記事

もありましたが、こういうことについて、やはり

ことしのこの予算につきましては、まさに合併以

来、大変厳しい状況の中の予算編成だったという

ことかと思います。 

  ことし、このまま幾らか景気はよくなってくる

かと思いますが、来年度においても大変厳しい予

算編成になるんだろうと私は思っております。そ

んなところで、その事業仕分け的なことについて、

もし何かあればお伺いしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 企画部長。 

○企画部長（高藤昭夫君） 今回、民主党政権にな

って、事業仕分けがテレビ等を通じて目で国民の

皆さんも多分いろいろ感じたんだと思いますけれ

ども、そもそも、ああいった形はいずれにしまし

ても、事業仕分けをしていくという作業は必要だ

ろうと思っておりますし、先ほど申し上げました

ように、基本的には日々の業務の中でいろいろ市

民の皆さんからの声とか、こういう議会の中でも

身近な、国と比べて地方は身近な関係にあります

ので、議会の皆さんとかいろいろ懇談会とかご意

見をいただきながら、日々、事業の仕分け的な見

直しはやっていると思っております。 

  今後、財政がだんだん厳しくなっていきますと、

さらに厳しい仕分けというのも必要になってくる

のかとは思いますけれども、そのようなことで、

現時点では特別、他市町でいろいろ導入するよう

な話も聞いていますけれども、ただどんな形でや

られるのかはわかりませんが、那須塩原市として

は現時点では考えておりません。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） 考えていないということ

で、これは理解したいと思います。 

  まさに、今回の予算の編成に当たりましては、
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大変厳しい中の予算編成でありまして、特に職員

の皆様も大変、私は、ご苦労なされたんだと、こ

のように思っております。 

  こういう予算の、私もよく内容まではわかりま

せんが、やはりご苦労なされたとか、そういうい

ろいろな論議をされた、そういう部分をやはり私

はこれからは公開していってもいいのかなという

ように考えております。 

  ことし、大変すばらしい予算の私たちのまちづ

くりというのができて、私も非常に見やすくてわ

かったんですが、ぜひそんなところに、今回の予

算の編成に当たった過程とか苦労した点、そうい

う部分もぜひ私も公開していただきたいなと思っ

ておりますので、これは要望としたいと思います。 

  あともう一点が、２年ぐらい前にあったかと思

うんですが、無駄ゼロの取り組みというゼロ予算

事業、こういうものがあったかと思いますが、こ

れについて今、どのような状況になっているのか

お伺いしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 無駄ゼロのゼロ予算事

業については、２年ほど実施をしておりましたけ

れども、現在はやっておりません。 

  理由としては、先ほど企画部長から言われまし

たように、事業費をカット等が反映されて、その

中で精査されているというふうに考えております

ので、ゼロ予算というものについては現在は実施

していないとうところでございます。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） わかりました。ゼロ予算

にしては、いまは実施していないということであ

ります。 

  それでは、⑤のほうに移りたいと思います。 

  ⑤につきましては、今、国の方針とかがまだ示

されていないという中で、状況的にはわからない

ということでありますので、何かあった場合には

補正予算を組むということでございますので、理

解したいと思います。 

  続いて、⑥の関係でございますが、まさにこれ

につきましては今回の経済対策の目玉だと思って

おります。ちょっと何点かご質問したいと思いま

す。 

  まさに今、長引く不況によって市内の業者さん

も大変厳しい状況だと思っております。ここの業

者さんに今回、この地域活性化のきめ細かな臨時

交付金事業、今回、補正でありますが３億6,000

万円程度が出ております。 

  これ、市内の業者さんに受注させるということ

でありますが、市内の業者、どの程度、どこの業

者というか、どういうことを考えているのか、そ

の辺ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） きめ細かな臨時交付金

の関係でございますけれども、具体的には市内の

業者に受注したいというふうに考えております。 

  まず、その方法としては、例えば建設工事であ

るとかそういったものについてはできるだけ分割

発注できればというふうに、そういうふうには担

当課のほうにはお願いしたいというふうに思って

おりまして、そのほか、これまでも建設事業につ

いては近接工事ということで、500ｍ以内につい

ては同一業者ができないとか、そういったことが

ありますので、そういった配慮をしたいと、して

いきたいというふうには考えております。 

  また、選んだ理由としては、建設業だけではな

くて、例えば営繕であるとか、そういった通常、

余り予算化できないようなこともありましたので、

そういった事業について選んでいったというよう

なことであります。具体的には、例えば消防です

とホースの乾燥等々がありますので、そういうと
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ころのさびが出ているとか、そういった塗装をす

るとか、それから保育園の関係ですと、屋根の塗

装の修繕をするというようなこと、また商工観光

課でいいますと、グリーングリーンの浴槽の修繕

であるとか、また市営住宅でありますと住宅の修

繕とか、そういったことに配慮して予算づけをし

たというところでございます。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） わかりました。 

  市内の業者ということなんで、逆に言えば、こ

の３億6,000万のうち、これは難しいかもしれな

いんですが、市内の業者にどのぐらい行くのかな

というのをちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 基本的には市内の業者

にすべてお願いしたいというふうに思っておりま

すけれども、専門的な技術が必要であるとか、そ

ういったものも中にはあるんではないかというふ

うに思いますので、すべて市内業者にというふう

にはいかないかもしれません。その辺はご了承い

ただければというふうに思っております。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） わかりました。 

  ぜひ、市内の業者に行くように、私のほうも要

望したいと思います。 

  この事業をやることによって、地域の活性化、

どのぐらいの影響が出るのかというのは非常に難

しいかと思いますが、その辺のお考えがあればお

伺いしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 経済効果をどのぐらい

見ているかということですけれども、市のレベル

でどのぐらい経済効果があるのかというようなこ

とについては算出しておりませんけれども、こう

いったことをやるということは、吉成代表のとき

にもちょっとお話しさせていただいたように、税

金というのは市民の皆さんのために使うわけであ

りますので、これまでの方向性が少しずつ変わっ

てきたと。税金というものは、集めて、それをま

た市民の皆さんに使っていただいて、それで元気

が出て、また市税という形でまた戻していただく

というような経済効果というものを私どもは少し

考えているところでございます。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） わかりました。 

  なかなか難しいと思いますので、ぜひ市内の業

者というわけじゃないんですが、日本の景気がよ

くなることを私も希望したいと思います。 

  最後の、生活保護制度についてご質問いたしま

す。 

  約６人に１人が貧困であると政府が公表し、と

りわけ子どもの貧困の解決が求められている中、

生活保護制度は最後のセーフティーネットであり、

生活保護の充実が求められていることからお伺い

いたします。 

  ①番、生活保護受給者が急増していると思うが、

過去５年間の受給者数と申請件数はどのようにな

っているか。 

  ②生活保護制度の申請から受給までの運用につ

いては、具体的にどのようになっているかお伺い

いたします。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 生活保護制度につ

きましてのご質問にお答えをしたいと思います。 

  まず、①の過去５年間の生活保護の受給者数と

申請件数でございますけれども、受給者数が、平

成17年４月の受給者数が573人、18年４月が623人、

19年４月が641人、20年の４月が582人、21年４月

が640人、本年の１月現在で718人となっておりま
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す。 

  申請件数につきましては、平成17年度の申請件

数が127件、18年度が142件、19年度が97件、20年

度が136件、ことしの１月までの件数が128件でご

ざいます。 

  次に、②の生活保護制度の申請から受給までの

運用につきましてお答えをいたします。 

  まず、生活保護に関する相談がありまして、申

請の意思がある場合は保護の申請を受け付けてお

ります。その後、預貯金等の調査、それから地区

民生委員や主治医、扶養義務者等への調査などを

行った上で、保護を必要とするかどうかについて

福祉事務所で検討をいたします。保護の開始を決

定すると、生活保護基準により計算しました保護

費を支給することになっております。 

  以上でございます。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） わかりました。 

  人数につきましては、思ったほど伸びていない

のかなと、伸びてというのはおかしな話なんです

が、大変厳しい失業者が出ている状況の中で、私、

もう少し多いのかなと思いましたら、これが実数

であります。 

  この生活保護法の目的は、まさにすべて国民は、

健康で文化的な最低限の生活を営む権利を有する

など、憲法25条に規定する理念に基づき、国が生

活に困窮するすべての国民に対し、その困窮の程

度に応じ必要な保護を行い、その最低限の生活を

保障するとともに、その自立を助成することとさ

れております。 

  先日、全国の生活保護世帯の実績がちょっと出

ておりました。昨年12月の時点でありますが、

130万7,445世帯、受給者数が181万1,335人、こう

いうことになっておるそうでございます。この数

字は、戦後の混乱時期、1950年代半ば並みの高水

準だということでございます。 

  そういうこともありまして、政府は、リーマン

ショック以降の景気低迷を受けまして、生活に苦

しむ失業者らへの支援の強化、こういうことを行

いまして、これにより失業者に対しての申請を以

前より柔軟に認める地方自治体が増加したのでは

ないかというような中で、この生活保護の世帯数、

受給者がふえているんじゃないかと言われており

ます。 

  那須塩原市の場合、この失業者に対しての状況

というか、この辺はどのようになっているのかお

伺いしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 失業者の状況とい

うことでございますが、その前に、生活保護がそ

んなに伸びていないというお話がありましたが、

全国的な傾向だけちょっと申し述べさせていただ

きますが、今言われましたように、全国的には

130万世帯からということでございますけれども、

保護率というあらわし方がございまして、これは

1,000分の１ですからパーミルということですが、

平成21年の10月の全国の保護率が13.9‰というこ

とで、栃木県が8.19‰ということで、那須塩原市

が6.01ということで、全国平均から見ますと半分

以下ぐらいになっているということで、そういう

意味では保護率は低いという状況になっておりま

す。 

  それから、失業等によります生活保護の相談の

関係でございますけれども、平成21年度で見ます

と、全部で498件ほど相談があるんですが、その

うち失業関係等でいきますと92件という状況にな

っております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） わかりました。 
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  今、失業の関係だと92件ということであります

が、これで逆に相談件数なんで、受給につながっ

た件数というのは何件ぐらいありますか。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 92件のうち、失業

関係ですと６件という状況でございます。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） 今、92件中６件というこ

とですので、かなり少ない数字であります。 

  やはりいろいろな審査があってこういう形にな

るのかなと私は思いますが、この辺の中で、なぜ

これ支給できなかったという理由がもしわかれば

お伺いしたいと思います。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 生活保護につきま

しては、ご承知だと思いますが、他法活用という

ことでございまして、他法優先なんですね。いわ

ゆる生活保護が一番最後に来るということでござ

いますから、そのほかにいろいろな法的なものも

含めまして活用できる制度、そういったものをす

べて活用すると。さらには、預貯金、あるいは手

持ち金、それから扶養義務者の関係の扶養の関係

ですとか財産の関係ですとか、そういったものを

すべて調査をさせていただいて、それから保護が

必要かどうかという決定をするということでござ

いますので、申請を受け付けた中で、取り下げと

いうのもございます。これにつきましては、家族

といいますか、扶養義務者からの援助ですとか預

貯金があったとか、あるいは年金がもらえるよう

になったとか、そういったことで取り下げている

という事例があります。 

  それから、却下というのがあります。これは、

開始決定をしなかったことです。これにつきまし

ても、やっぱり預貯金調査をやった結果、預貯金

等があった、あるいは資産があったと。あるいは、

中には暴力団の構成員という方もありますので、

そういったので却下をしているというケースがご

ざいますが、失業者の中でそういった意味である

という意味ではございません。全体的な意味でご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） 11番、眞壁俊郎君。 

○１１番（眞壁俊郎君） わかりました。 

  なかなかこの給付までにはいろいろな審査があ

って、大変難しいということでございます。まさ

にこの運用につきましては、大変今、厳しい審査

になっておるような状況でございます。 

  しかしながら、生活困窮者にとりまして、まさ

にこの生活保護制度は最後のセーフティーネット

であります。ぜひ丁寧な対応を私はいただきたい

なと、このように思います。そういうことが、や

はりそれから立ち直ってしっかり生活をしてきて、

いい市民になってくるんだろうと私は思いますの

で、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

  また、最後になりますが、この３月で定年を迎

えられる皆様にとりましては、大変ご苦労が多か

ったと思っております。私のほうから一言ご感謝

を申し上げまして、一般質問を終了したいと思い

ます。ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎発言の訂正 

○議長（平山 英君） ここで、教育長から発言が

ございます。 

○教育長（井上敏和君） 午前中、菊地弘明議員の

新学習指導要領ダンス履修の質問の中で、一部、

三島中ダンス部がなくなってしまったという答弁

内容でございましたが、現在、部員が活動してお
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りまして、優秀な実績も上げておりますので、部

員の各位におわびと、あわせまして訂正をいたし

ます。誠に申しわけありませんでした。 

○議長（平山 英君） 以上で11番、眞壁俊郎君の

市政一般質問は終わります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 大 野 恭 男 君 

○議長（平山 英君） 次に、議席番号４番、大野

恭男君。 

○４番（大野恭男君） 議席番号４番、大野恭男で

す。通告書に従いまして市政一般質問を行います。 

  １、新型インフルエンザ対策について。 

  新型インフルエンザの流行は、今では大分落ち

ついてきました。しかし、高齢者や妊婦、基礎疾

患を有する方、乳幼児など高リスクな方への対応

は課題となっておりましたが、以下の点について

お伺いいたします。 

  ①予算をとってワクチン接種を行っているが、

対象者数と接種率はどのぐらいかお伺いいたしま

す。 

  ②今年度内にワクチン接種を受けた方のみ助成

するとなっておりますが、今後の対応はどうする

のかお伺いいたします。 

  ③新型インフルエンザ対策行動計画の進捗状況

はどうかお伺いいたします。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） それでは、新型インフルエ

ンザ対策のご質問に順次お答えをいたします。 

  まず、①の新型インフルエンザワクチン接種費

用助成対象者と接種率についてお答えをいたしま

す。 

  ワクチンの接種費用助成対象者は、国庫補助対

象者が１万6,344人、市単独の助成対象者が１万

6,906人の合計３万3,250人となっております。 

  平成22年１月までの費用助成を行った人数は１

万967人で、助成対象者の接種率は33％になって

おります。 

  次に、②のワクチン接種費用助成の今後の対応

についてでありますが、ワクチン接種費用助成は、

国の新型インフルエンザワクチンの接種に関する

事業実施要綱の費用負担軽減措置と市の単独措置

で、今年度のみの助成を行っております。今後は

国・県の動きを見ながら対応していきたいと考え

ております。 

  続いて、③の新型インフルエンザ対策行動計画

の進捗状況についてでありますが、強毒性の鳥イ

ンフルエンザに対応するため、平成21年８月に新

型インフルエンザ対策行動計画を策定いたしまし

た。さらに、10月には具体的な対応のためのガイ

ドラインを策定したところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご答弁ありがとうございま

した。 

  それでは、①について再質問いたします。 

  新型インフルエンザは、那須塩原市においては

昨年の７月15日に初めて確認されて以来、非常に

たくさんの方々が感染しております。とうとい命

をインフルエンザによって落とされた生徒もおり

ます。 

  当初、新型インフルエンザワクチンの普及がお

くれ、小さなお子様を持つお父さんやお母さん、

高齢者の方々は不安な日々を送ってきたと思われ

ます。当市におきましては、インフルエンザ接種

の助成を含め素早い対応をされ、市民の皆様を支
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援していただいているかと思います。 

  そこで、先ほどの答弁の中で、国庫補助対象者

の方が１万6,344と、市独自の助成対象者の方が

１万6,906名と、接種率が33％というふうにお伺

いしました。そこで、市単独の助成対象者の方は

どのような方なのか、また予算額に対して執行額

は幾らであったのかお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） まず市単独の助成

対象者の主立った内訳ということだと思うんです

が、１万6,906人、市単独の助成対象者でワクチ

ンを接種した方が１月末現在いるわけですが、大

多数の方が、まず１歳から６歳の方で5,825人、

それから小学１年生から３年生が3,106人、それ

から小学校の４年生から６年生までが3,142人と

いうことで、大多数の方はここのゾーンに入って

おります。 

  そのほかに、基礎疾患を有する方が合わせまし

て約3,000人ほどいらっしゃいます。 

  それから、予算の執行関係ですが、予算額

9,722万円に対しまして、１月末の執行率は4,590

万750円でございます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 33％の執行率ということで、

この数字は多いのか、少ないのか、どのように思

われているでしょうか、お聞かせください。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 33％につきまして

は、接種率が約33％でございます。執行率は、す

みません、先ほど漏れまして47.2％になっており

ます。 

  想定いたしましたのが、住民税非課税世帯の方

とそれから小学生等の方々に対する助成というこ

とでやっておりましたので、それに対して33％と

いいますのは、先ほど言いましたように、市単独

で行っている部分につきましては、どちらかとい

うと低年齢の方が受けていると。それから非課税、

いわゆる国庫補助対象の方のほうは、65歳以上の

方が約3,000人受けているというようなぐあいで

ございまして、発生をいたしまして、蔓延をして

から市内の保育園、小学校、あるいは中学校、そ

ういったところに相当感染がいったと。 

  ワクチンの接種が、国のほうで輸入のワクチン、

あるいは国内産の国産のワクチンというのが大分

おくれておりました、製造が間に合わなかったと

いうことで。その前に感染がしていたと。特に低

年齢児、小学校あるいは保育園、幼稚園等には感

染をしていたということで、感染した方につきま

しては基本的にはワクチン接種をしなくてもいい

というような状況になっていると思いますので、

そういった観点から、若干そういったものの接種

率が低いんではないかなと思っております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 確かにワクチンの普及がお

くれてしまったということが、例えば小中学校の

生徒さんたちが感染してしまった、多くの方が感

染してしまったという一つの理由なのかもしれな

いというのは十分わかります。 

  一つの例としまして、小学校なんですけれども、

感染率ということで数字がありまして、私ちょっ

と見てやっぱりびっくりしたんですけれども、１

年生が35％感染したと、２年生が39.5％、３年生

が36.4％、４年生が65.6％、５年生が46.9％、６

年生が32.1％、全体で41.7％、100人いたら41名

か２名の方がインフルエンザにかかってしまった

と。大部分の方が11月から12月までの間にかかっ

てしまったという、全体ではなくて１つの学校な

んですけれども、こういった状況で、本当に非常
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にびっくりしてしまった次第でございます。 

  助成対象になっている方のワクチン接種のし方

なんですけれども、例えば妊娠されている方とか

基礎疾患を有している方とか、ゼロ歳から小学校

６年生の方に関しては、事前の申請手続はなしで、

予防接種を受ける医療機関に置いてある助成申請

書に署名をして提出して受けられると。これは、

あくまでも医療機関のほうに問い合わせは必要か

と思うんですが、こういった形で予防接種が受け

られて、生活保護世帯、住民非課税世帯の方に関

しては、黒磯地区でいいますと黒磯健康保険セン

ターへ一度行って申請をしなければいけないとい

うことで、中にはひとりで住んでいて、自分で歩

いていけないとか、交通機関を使えばそういった

ことはないんでしょうけれども、ただそのお金も

工面できないとか、それでやむなく受けなかった

んだという声も正直聞こえてきております。 

  今後、そういった方、同一世帯の代理申請可能

ということにはなっていますけれども、そういっ

た方々に対して今後、その証明書を持っていけば

病院でも直接受けることができるというようなこ

とになれば、気兼ねなくといいますか、予防接種

を受けることができるかと思うんですけれども、

そのような感じのお考えございますでしょうか。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 今回の豚型の新型

インフルエンザ、昨年の３月ですか、メキシコの

ほうで確認をされたといいますか、発症いたしま

して、それから世界的に蔓延といいますか、広が

ってきたという状況でございまして、新型インフ

ルエンザというのは、鳥型の新型インフルエンザ

というのを国のほうも想定してあったが、豚型と

いうのは最初、余り想定していなかったんですが、

そんな中で、国も含めまして、私どもも含めまし

て初めて経験するような事態のところがあったか

と思います。 

  したがいまして、若干、その手続上の問題で不

手際があったかと思いますが、今言われましたよ

うに、低所得者の方々の申請書等につきましては、

申請書を持っていけば医療機関では接種できるよ

うには今はもうなっております。 

  ただ、申請書を郵送なり送付をしなくちゃいけ

ない、取りに来てもらわなくちゃならないと、そ

ういった手間は今のところもございますが、医療

機関にはそのまま持っていけば接種ができるとい

う状況にはなっております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  次に、我々、小さいころは学校で校医の方に来

ていただいて、集団で予防接種というのを行って

いました。今は行っていないかとは思いますが、

行えないのかもしれないと、その辺が私もちょっ

と勉強不足でわからないんですが、今回、校医が

来てくれて予防接種を受けられた学校というのは

ございますか。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） 学校における新型イン

フルエンザのワクチン接種の件で、校医が学校に

来て予防接種をしたかというご質問ですが、そう

いうものはありませんでした。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） なぜここで集団予防接種と

いうことを出したかというと、今回、皆さんもご

存じのとおり、小中学校でかなりの生徒が感染し

ています。優先接種者になっていても、お金はか

かりませんよと言っても、生徒全員が何かしら受

けられない事情がある方もいらっしゃるかとは思

うんですが、体調とかそういうのもあるかと思う
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んですが、全員が受けたというわけにはいきませ

んでした。 

  その理由の１つとして、私も子を持つ親の一人

なんですが、親が忙しくて子どもを医療機関に連

れていけないとか、そういうことも多少あるんじ

ゃないかなと思うんです。あとは、学校で希望す

る生徒がインフルエンザ接種をできれば、ワクチ

ンが余ってしまうとか、無駄になってしまうとい

う余計な心配もなく、有効に使えたんではないか

と思いましてお話しさせていただきました。 

  それでは、次に②について再質問させていただ

きます。 

  国や県の動向を見て対応していくということで、

今回の新型インフルエンザは通常の季節型インフ

ルエンザと違い、１年間を通して発生しておりま

す。今後のことはなかなか予測することはできな

いかと思いますが、ワクチンを接種しても効果は

１年間持続するというものでもないと思いますし、

今後、ワクチン接種の助成等を含めた対応のほど

をもう一度お聞かせいただければと思います。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 新型インフルエン

ザワクチン接種の助成の関係ですが、来年度当初

予算の中に一部計上させていただいております。

それは、今年度の３月いっぱいまで助成をすると

いうことになっていますので、その後、医療機関

からの請求が来年度になってくる場合があるんで、

その分を措置しているということでございます。 

  来年度やる、発生といいますか、流行時期が来

年度になったときにどうなるのかということだと

思いますが、新型インフルエンザというのがいつ

まで新型インフルエンザというのかという定義が

ちょっと、国のほうでもワクチン接種につきまし

ては今度、季節性インフルエンザの中に組み込ん

でやるということになっておりますので、多分、

大分昔にはやったインフルエンザも当時は新型イ

ンフルエンザだったと思いますので、その定義が

どこまでになるのかちょっとわかりませんけれど

も、多分、落ち着いた段階で季節性インフルエン

ザの一種になるんではないかなというふうに感じ

ております。 

  したがいまして、その新型インフルエンザのワ

クチンの助成につきましては、先ほど市長から言

いましたが、国のほうの動向も含めながら検討を

していきたいと思っております。ただ、季節性に

つきましては、高齢者の方にはインフルエンザワ

クチンの助成というのはなっております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  それでは、③について再質問させていただきま

す。 

  新型インフルエンザ行動計画については了解い

たしました。 

  10月までに策定されたガイドラインについて、

具体的にお聞かせいただければと思います。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） ガイドラインにつ

きましては、行動計画を策定いたしましてから今

度、各部課それぞれの所管の中でどういった取り

組み、どのように行うか、どのようにするかとい

うことで、その取り組み、どういったものをそれ

ぞれの部課、基本的には課なんですが、課の中で

どのような取り組みをしたらいいかというものを、

ずっと列挙させております。ここにあるのがそう

なんですが、この中に全部の課のが載っておりま

す。それの取り組みする１つの項目ごとに今度、

具体的項目、あるいは手法といったものがずっと

書いてあります。これが、今度は発生段階ごとに

また書いてあると、そういったものを取りまとめ
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たものがガイドラインということでなっておりま

す。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。ありが

とうございます。 

  県のほうから、新型インフルエンザで職員の欠

勤が相次いだ事態を想定してということで、業務

継続計画の策定ということで促しがあったかと思

うんですが、その点について進捗状況のほどをお

聞かせください。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） それでは、業務継続計

画につきましては総務部が取りまとめということ

になっておりますので、私のほうからお答えした

いと思いますけれども、現在はその計画の調査を

各課に依頼をしているというところでございます。 

  内容について申し上げますと、まずこの業務継

続計画の策定の趣旨ということからお話を申し上

げますと、新型のインフルエンザが流行した際に、

市民生活に支障を来すことのないように、どうい

った業務を優先的にやるのかということを、それ

ぞれ必要に応じた体制をとっていくというのがま

ずこの業務継続計画の策定の趣旨でございますの

で、それにのっとった形で各課に依頼をしている

ということでございます。 

  具体的には、インフルエンザが蔓延しまして、

４割の職員が欠勤をしていると、通常より６割の

職員で業務をやらなくちゃならない、そういう状

態が８週間連続して続くといったときにどういう

ものをやるかというようなことで、類型を分けて

おりまして、１番は、このインフルエンザが発生

したことによって新たにどういった業務ができる

のか、それぞれの課の中にどういう業務が必要に

なるのかということを調査すると。 

  それと同時に、市民の生活とか生命とか健康の

維持をするために業務を当然、継続しなきゃなら

ない業務というのがありますので、６割の職員で

あっても、こういう業務は継続してやっていきま

すよというような業務はどういう業務か。また、

蔓延しておりますので、中断することはできない

けれども、縮小する業務もあるんではないかと。

また、中断してインフルエンザが去った後にやれ

ばいいんではないかというような、業務をそうい

う仕分けをして今、調査をかけているというとこ

ろでありまして、間もなくまとまりまして、３月

中旬に対策本部の会議がありますので、そちらに

かけて決定をしたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 答弁ありがとうございます。

まず、現在調査を依頼していると、早急に作成し

ているということで理解いたしました。 

  今回、インフルエンザが流行したんですが、市

役所の職員の方は何名ぐらいといいますか、感染

がなかったのかということをちょっとお伺いした

いと思うんですが、お願いします。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 今回、罹患率というの

をちょっと出しておりませんので、今、調べまし

てお答えしたいと思います。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 今後、新型インフルエンザ、

また新型といっても一番脅威なのは鳥インフルエ

ンザかもしれませんが、何らかの感染症が大流行

するかもしれませんし、しないかもしれません、

これはわからないんですが、当市におきましては、

市民の皆様が安心して暮らせるよう、その都度素

早い対応をしていただくということをお願い申し
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上げまして、この１番の新型インフルエンザ対策

に関しての質問を終わらせていただきます。 

  続きまして、２、独居高齢者及び高齢者世帯の

安否確認について。 

  超高齢化社会を今後、迎えるに当たり、在宅サ

ービスの充実は市の重要な施策と思われますが、

以下の点についてお伺いいたします。 

  ①緊急通報装置を設置している利用者数はどの

ぐらいあるかお伺いします。 

  ②地域住民との協力体制はどのようになってい

るかお伺いいたします。 

  ③配食サービスの利用者数はどのぐらいあるか

お伺いいたします。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） それでは、独居高

齢者、高齢者世帯の安否確認につきましてお答え

をいたします。 

  まず最初に、緊急通報システムの本年１月末現

在の利用者数ですが、362人となっております。 

  次に、②の地域住民との協力体制につきまして

は、緊急通報システムを設置する際に、緊急時に

迅速に対応していただくため、協力員として３人

以上の近親者や隣人の確保をお願いをしておりま

すが、協力員にはご近所の方になっていただく場

合が多く、地域住民の協力をいただいている体制

となっております。 

  それから、③の配食サービスの利用者数ですが、

本年１月末現在194人となっております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご答弁ありがとうございま

した。 

  ①、②について再質問させていただきます。 

  ただいま、緊急通報装置を設置している方が

362名ということでしたが、まず緊急通報装置に

ついて、これはどのようなサービスなのか、また

どのような方がサービスを利用できるのかお聞か

せください。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 緊急通報システム

でございますが、胸からかけるペンダント型とい

うかそういったものもありますし、電話のところ

にボタンがあるのもあるんですが、そのボタンを

押せば通報先にすぐ連絡が行くというような、ま

ずそういったものでございます。 

  対象者の方ですが、65歳以上でひとり暮らし、

あるいは高齢者のみの世帯、あるいは重度の障害

者の方と同居している方といった方を対象にして

おります。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  要援護者台帳の中で高齢者の人数というのが出

ているんですけれども、その中で65歳以上の方が

２万2,125名と、21年４月１日現在で。そのうち、

ひとり暮らしの高齢者の方が3,340名と、高齢者

のみの世帯が5,821名という数字があるんですけ

れども、緊急通報システムを設置している方が

362名というのは、実際、この362名というのは多

いと思われますか、少ないと思われますか、お願

いします。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 今言われましたよ

うに、ひとり暮らしの方、あるいは高齢者のみの

方ということで今言われたような数字なんですが、

その中で362人が多いか、少ないかということで

ございますけれども、高齢者が全般的に、何とい

うんですか、自分の元気がなくなっているといい
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ますか、そういう方だけではなくて、元気な方々

もたくさんおりますので、そういった意味におい

て、多いか少ないかと言われますと、どの程度が

適正なのかというのはわかりませんけれども、不

安のある方につきましては、ご要望に沿って設置

をしているという状況でございます。 

○議長（平山 英君） ここで10分間、休憩いたし

ます。 

 

休憩 午後 １時５９分 

 

再開 午後 ２時０９分 

 

○議長（平山 英君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎発言の訂正 

○議長（平山 英君） ここで、総務部長から発言

があります。 

○総務部長（増田 徹君） 先ほどご答弁を利用さ

せていただきましたインフルエンザに関します職

員の罹患率の件でございますけれども、昨年の９

月１日からことしの１月15日までということで、

15日以降は該当する職員がおりませんでしたので、

その期間、該当した職員は33名でございます。こ

のうち、11名が非常勤、臨時職員ということにな

りますので、これを差し引きますと、罹患率は

2.5％ということになります。 

  失礼しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 職員の罹患率の件、了解い

たしました。ありがとうございます。 

  緊急通報システムを設定している方が362名と

いうことで了解しましたが、この緊急通報システ

ムの使用料といいますか、年間どのぐらいかかっ

ているのかお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 緊急通報システム

の通話料につきましては、自己負担になっており

ます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  設置に関する費用というのは、１件当たりどの

ぐらいかかるか教えていただけますか。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 設置にかかわる費

用でございますが、既存の電話を市のほうである

程度持っておりますので、それを貸し出している

というような状況でございますから、費用的には

そんなにはかかっていないんですよ。ただ、緊急

通報を行かせる受信センターというところがあり

ます。そこに対する委託料というのがかかってご

ざいます。それが年間で、来年度予算でいいます

と320万円からお願いしている委託料がかかって

おります。 

  それから、すみません、端末の、電話の設置工

事が大体１台6,500円を見ております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 設置の費用に関して、了解

いたしました。 

  先ほどからのお話の中に、この緊急通報システ

ムを利用するに当たって、協力員の方を３名以上

と、近親者の方もしくは近所の方ということで、

実際、こういった方を見つけることができない方、
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ある意味、本当に必要な方といいますか、相談業

務をなさっている方などからいろいろな意見が聞

こえてはくるんですけれども、つけてあげたい、

しかし協力員がいないといった状況が若干、多数

とは言いません、若干あるかと思うんですけれど

も、そういった方に対しての対応というのはどの

ようにお考えでしょうか。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 設置に当たりまし

て、協力員をつけていただいているというのは当

然なんですが、緊急時に迅速に近所の方、あるい

は親族の方に駆けつけていただくということでお

願いをしているというような状況でございます。

常日ごろの見守りもということでお願いしている

わけですが、そんな形でできるだけ３人の方をお

願いしているという状況ですが、なかなかその３

人の方が確保できないという状況も、それぞれの

事情がありますのでやはりあるかと思いますが、

そういった場合に、２名の方でも可能だというよ

うなことで取り扱いをいたしております。 

  ただいま言われましたように、だれも知り合い

がいないといった場合、どうするんだということ

だと思うんですが、今までのところ、そういった

ケースは余りないんですが、基本的には、そうい

った場合でも、民生委員さんですとかそういった

方々にお願いをして、その地元というか、その地

域の方々に、ご近所の方々に何とかご協力をいた

だいて設置を進めてるというような状況でござい

ます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。臨機応

変に対応していただけるかと思います。 

  それでは、③について再質問させていただきま

す。 

  配食サービス利用者194名ということで、この

サービスは、高齢者の方の栄養面と安否確認など

を目的として行われるサービスの一つかと思われ

ます。まず、どのような方がこのサービスを受け

られるのかお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 対象者でございま

すが、65歳以上のひとり暮らしの方、あるいは高

齢者のみの世帯の方、それから心身の障害、傷病

等によって調理することが困難な方、または低栄

養状態にあると思われるような高齢者の方が対象

者になっております。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  当初、この配食サービスを始めるときに、想定

していた利用者数といいますか、どのぐらいの方

が利用するということを想定してこのサービスを

始めたのでしょうか、よろしくお願いします。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） どれくらいの方を

想定していたかということでございますが、大分

以前から配食サービスを始めておりますけれども、

何人の方がということで想定をして始まったとい

うことではなくて、先ほど言いましたような状態

にある方に対する配食サービスが必要だというこ

とで始まっていると思っておりますので、何人と

いうのは想定していないと思っております。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  この緊急通報システムや配食サービス以外で、

週に２回、電話を高齢者の方のところにかけて安

否確認を行うとかいったサービスがあるかと思い

ます。 

  今後、ますます高齢者の方がふえていくかと思

い、本当に重要な事業の一つだと思われます。市

が何かしてあげられることとか、地域で何かして
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あげられることとかいろいろあるかと思うんです

けれども、例えば例を挙げますと、認知症のサポ

ーターという制度がありまして、それは認知症の

方、その方を理解して支え合うという制度がある

んですけれども、このひとり暮らしの方とか高齢

者世帯の方、安否確認に関して、例えば見守りサ

ポーター制度とか、そういった形で、例えば地域

を挙げて、もちろん民生委員の方とかお世話にな

るかと思うんですけれども、そこで１つ、そうい

った制度が、市民の皆様のご理解をいただいてか

らでないとそういうのができないかとは重々思っ

ておるわけですが、そういった制度ができれば安

心して今後、市民の方は暮らしていけるんではな

いかというふうに思っております。 

  こういった、仮になんですけれども見守りサポ

ーター制度とか、そういった制度を何か今後、考

えていこうという考えはございますでしょうか。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 高齢者の方々の見

守りということでございますが、今言われました

ようなのも非常にいいアイデアだと思っておりま

すが、この議会でもたびたび出てきております市

民との協働という言葉が出ておりますが、そうい

った中でそれぞれの地域、あるいは自治会も含め

まして、地域の住民の方々のご協力をいただきな

がらそういった制度ができていければいいかなと、

こんなふうに思っております。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解しました。 

  ぜひひとつご検討のほどお願いしまして、今後、

団塊の世代の方が65歳を迎え、ここ数年で高齢者

比率が25％、４人に１人という時代が迫ってきて

おります。核家族化が進み、私の両親もそうなん

ですが２人暮らしをしております。幸いなことに

比較的、私、近いところに住んでいますが、近所

の地域の皆様方に助けられながらうちの両親、暮

らしております。以前からもそうなんですが、こ

こに来て最近ますますご近所様、地域の皆様方の

ありがたさというのを私自身痛感しております。

私ばかりではないでしょうが、多数の方がこうい

った思いをされているかと思います。 

  高齢者の方で、特にひとり暮らしの方は、不安

はかなり大きいものだと思います。これから、行

政で支援できることはもちろんのことですが、地

域住民同士、地域のつながり、こういったものが

とても重要になってくるかと思っております。今

後もますます、市として高齢者の方が安心して暮

らせることができるまちづくり支援をお願いした

いと思います。 

  これでこの質問を終わります。 

  続きまして、３、シニアセンターについて。 

  要介護者が今後、増加していくことが予測され

る中、自立支援サービスがより重要になってくる

と思われます。また、施設の有効利用という観点

から、以下の点についてお伺いします。 

  ①シニアセンターの事業及び利用状況をお伺い

します。 

  ②身体障害者・障害児の方への利用拡大の考え

があるかお伺いいたします。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） シニアセンターに

つきましてお尋ねでございますので、お答えをし

たいと思います。 

  まず最初に、シニアセンターの事業及び利用状

況につきましてですが、プールあるいはマシンを

利用した介護予防筋力トレーニング、多目的ホー

ルでの囲碁・将棋、グラウンドゴルフ、元気アッ

プデイ・サービスなどの事業を実施しております。
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また、その利用状況につきましては、平成20年度

は延べ8,219人の利用者があり、本年度１月末で

は延べ7,724人でございます。 

  ②の身体障害者・障害児の方への利用拡大につ

いてお答えをいたします。 

  シニアセンターにつきましては、高齢者の介護

予防施設として、国庫補助事業により平成14年度

に整備をしたものでございます。利用対象者につ

きましては、おおむね65歳以上の高齢者というこ

とでいたしております。 

  特に、プールやマシンのトレーニング施設は、

高齢者が要介護状態になることを予防する施設と

いうことで、国庫補助事業の目的に沿って、要支

援及び要介護認定を受けていない高齢者を対象に

介護予防筋力トレーニング事業を実施しておりま

すので、身体障害者・障害児の方への利用の拡大

は困難と考えております。 

  以上でございます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 答弁ありがとうございます。 

  それでは、①について再質問させていただきま

す。 

  介護予防施設として事業を実施しているという

ことで、平成20年度、21年度と延べ約8,000名以

上の方が利用されておりますが、実際のお客様の

数といいますか、顧客数といいますか、何人ぐら

いの方が利用されているか、わかれば教えていた

だきたいと思います。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 実人数ということ

だと思うんですが、ちょっとそれの数字につきま

しては把握いたしておりません。すみません。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  このシニアセンターを利用できる方、要支援・

要介護認定を受けていない方で、大きく分けると

一般高齢者の方と特定高齢者の方ということだと

思うんですけれども、実際にどのぐらいの特定高

齢者の方が利用されているかお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） シニアセンターの

利用者の中で特定高齢者がどれくらいいるかとい

うお尋ねですが、まずプールを利用いたしました

水中トレーニングの関係ですけれども、特定高齢

者の方の参加は８名でございます。それから、マ

シンのほうが同じく８名でございます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ただいま、水中トレーニン

グをされている方が８名、マシントレーニングを

されている方が８名ということで、特定高齢者の

方に関しまして、週２回の、合計24回ですかとい

うのが１クールで、１回の定員が８名ということ

になっているかとは思うんですけれども、そうす

ると、例えば１年間を通して特定高齢者の方で実

人数が８名、８名というのはちょっと少ないと思

うんですが、どのような形でＰＲされているのか

お聞かせいただければ、よろしくお願いします。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 今言われましたの

は筋力トレーニングのほうだと思うんですが、１

コース24回で、定員が10名で週２回で実施してお

ります。２グループを実施しているという状況で

ございます。全体では35人筋力トレーニングやっ

ておりまして、その中の８名の方が特定高齢者と

いうことでございます。特定高齢者だけだと８人

ということでございますが、ＰＲにつきましては、

地域包括支援センターのほうも含めましてＰＲを

させていただいているところでございます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 



 

－230－ 

  一般高齢者の方も含めて35名で、その中の特定

高齢者の方は８名ということで理解をしました。 

  この筋力トレーニングとか水中トレーニング、

非常に有効なトレーニング方法だと思うんですが、

例えばシニアセンターにこういったトレーニング

がしたいということで希望があった場合、全員の

方が対象に、例えば送迎とか、そういったものは

していただけるんでしょうか。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 全員の送迎ができ

るかどうかということになりますと、なかなか難

しいところがあるかと思いますが、今、指定管理

者で委託をお願いしておりますので、そちらでい

わゆる通所に困難な方につきましては送迎をして

いただいているという状況でございます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  こういったトレーニングは、継続していかなけ

ればなかなか効果が期待できないものかと思いま

すので、できるだけ多くの方にこの機会を与えて

いただき、極力継続、継続でトレーニングしてい

ただけるようご配慮いただければと思います。 

  それでは、時間もないものですから、②につい

て再質問させていただきます。 

  せっかくすばらしい設備がそろっている施設で

すので、有効利用できないものかとこれまでの質

問をさせていただいたんですが、高齢者の介護予

防施設として国庫補助事業により整備していたと

いうことで、ちょっと利用は難しいというお答え

をいただきました。 

  ただ、身体障害者の方が例えばプールとか使用

できたらなという思いがありまして、せっかくあ

あいったすばらしい施設があるというのを市民の

皆様はわかっていまして、そういった声がたくさ

ん聞こえてきております。困難ということであれ

ば、例えば那須塩原市、もしくはこの近隣に身体

障害者・障害児の方が何の気兼ねもなく使用でき

る、そういった施設がもしあれば教えていただけ

ればと思います。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 私のほうでプール

等に、例えば身体障害者の方が入場制限を受けて

いるかどうかというのはちょっと把握しておりま

せんので、どこがというのはちょっとわかりませ

んけれども、例えば身体障害者の方に向いている

プールがあるかということで言われますと、ちょ

っと私のほうでもそこまで承知していないという

のが実情でございます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  ただ、そういった声があるということをちょっ

と認識していただきまして、ひとつご理解のほど

よろしくお願いいたしたいと思います。 

  シニアセンターというすばらしい施設があり、

できるだけ多くの方に利用していただければと、

シニアセンターの職員さんも一生懸命、利用者獲

得のために足を運んで頑張っていただいておりま

す。今後も、市のほうも、今でも十分バックアッ

プされているかと思いますが、より一層支えてあ

げることが大切ではないかと思います。新たに施

設をつくるということは財政的にも大変難しいと

思いますので、何とか現在あるすばらしい施設を

有効に活用できるよう強く要望し、この質問を終

わりたいと思います。 

  続きまして、４、保育園の待機児童について。 

  少子化が進んでいる中でも保育園入園希望者が

増加しております。次世代を担う子どもたちが健

やかに育つ環境づくりの充実が求められているこ

とから、以下の点についてお伺いします。 

  ①現在の待機児童数はどのくらいかお伺いしま
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す。 

  ②年度途中での入園希望者の対応はどのように

しているのかお伺いします。 

  ③認可保育園を含めた保育園の整備計画の考え

及び平成22年度の保育園整備計画についてお伺い

します。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） それでは、保育園

の待機児童関係につきましてお答えをいたします。 

  まず最初に、待機児童数でございますが、平成

21年４月１日現在のときが31人でございます。10

月１日現在で46人でございます。 

  次に、②の年度途中の入園希望者の対応につき

ましてですが、年間を通して途中入園の申し込み

を受け付けております。受け付けた申込書は毎月

審査をし、希望保育園の入園状況を見ながら受け

入れている状況でございます。 

  次に、③の認可保育園を含めた保育園整備計画

の考え方でございますが、平成20年５月に策定し

た保育園整備計画に基づき進めてまいりたいと考

えております。22年度につきましては、西那須野

地区の定員60人の認可保育園に対し建設補助を行

う予定でございます。 

  また、ゆたか保育園の平成23年４月民営化に向

けた移管作業を進めるとともに、次の公立保育園

の民営化に向け保護者会との協議を進め、事業者

の選定を行う予定でございます。 

  以上でございます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） それでは、①について再質

問いたします。 

  10月１日現在の待機児童数が46名ということで、

まだまだ正直多いなという状況だと思うんですが、

その待機児童の年齢構成と、どこの地区に待機児

童の方が多いのかお聞かせ願います。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 待機児童の年齢構

成と地区別ということでございますが、10月現在

のでいきますと、年齢的にいいますと、ゼロ歳児、

１歳児、２歳児でほとんどでございます。ゼロ歳

児が10人、１歳児が16人、２歳児が14人、それか

ら３歳児が６人、４・５歳児がゼロでございます。 

  地区別にいいますと、黒磯地区が34人、西那須

野地区が12人、塩原地区がゼロでございます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  この４月に80名定員の認可保育園コメットがオ

ープンしますが、それで大分解消されるかと思う

んですけれども、今現在、コメットの入園予定児

は何名いらっしゃるか、またその年齢構成、わか

ればお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） この４月に開園を

予定しておりますコメットの入園予定状況でござ

いますが、これは第１次申し込みというのが10月

やっていまして、第２次が11月から12月８日でや

っています。その第２次申し込みを受けて、第２

次の審査結果ということでお答えいたしますが、

現在のところ63名でございます。年齢構成が、低

年齢児がやはり多くて、１歳児が14人、２歳児が

19人、３歳児が16人、４歳児が５人、５歳児が今

のところゼロです。ただ、これから第３次ですと

か、そういったものでやっていきますので、人数

的にはもうちょっとふえるかと思いますが、今の

ところそういったことで、63人ということになり

ます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 
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  やはり１歳、２歳ぐらいのお子様を預かってい

ただきたいという方が非常に多いんだなというの

を再確認させていただきました。 

  それでは、②について再質問させていただきま

す。 

  年度途中の入園希望者に対して、毎月審査して

受け入れているということなんですけれども、年

度途中、何歳児の方の申し込みが多いのか、また

何名の申し込みがあって、何名年度内に入園でき

たのかお伺いさせていただきます。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 年度途中の申し込

み状況でございますが、ずっと申し込んでいただ

いて、入園できないとずっと積み残しになってい

きますので、総数というか、延べ数としては相当

な数になってしまいます。申し込みの実数的にい

いますと253件で、そのうち保育園に入れた方が

85人、したがって入れない方が168人ということ

になります。 

  ただ、待機児が168人かといいますと、そうで

はない。待機児という定義の仕方ですが、国で言

う待機児の定義では168人ではございませんで、

10月現在でいくと46人ということでございます。 

  年齢関係ですが、これも低年齢児が申し込みが

多くて、延べになりますのでちょっと数字が、大

変申しわけないんですが比較できなくなってしま

うかもしれませんが、21年度の途中入園の申し込

み状況というのは延べでは1,424人になるんです、

ずっと毎月積んできちゃいますから。その中でい

きますと、ゼロ歳児が386人、１歳児が487人、２

歳児が339人ということで、もうほとんどそこの

ゼロ、１、２歳で占めているというような状況で

ございます。 

  したがって、今度、入園ができた方が85人なん

ですが、85人の内訳も、ゼロ歳児が28人、１歳児

が16人、２歳児が17人、３歳児が10人、４歳児が

８人、５歳児が６人という状況でございます。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  やはり中途の申込者の方であっても、やっぱり

ゼロ歳児から２歳児、３歳児ぐらいまでの方が非

常に多いんだなというのがわかりました。 

  やはり、ゼロ歳児から２歳児の申し込みが非常

に多いということで、何か得策はないかというこ

とでいろいろ市のほうでもお考えになっているか

とは思うんですけれども、例えばある都道府県で

は、期間限定で待機児童センターというのをつく

って対処していると。そこは、ゼロ歳児から２歳

児までのお子様しか対象にしていないということ

で、これ民間がやっているケースなんですけれど

も、難しいかとは思うんですけれども、やっぱり

今後、ゼロ歳児から２歳児ぐらいの方、非常に多

くの待機児童が出てしまうというのを考えますと、

何らかの方策を考えないといけないかとは思うん

ですけれども、その意見に関してはいかがでしょ

うか、ご意見をお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 低年齢児の保育の

関係ですが、まず保育士の数の問題というのも大

分変わってきますし、面積というか、設備的なも

のも大分変わっています。 

  ゼロ歳児の場合ですと３人に１人、園児３人に

１人ということになりますし、１・２歳児が６人

に１人という、保育士の数の問題ですが、それと

一方で、今度は受け入れ施設側の設備、面積の問

題、ゼロ歳児等は匍匐室ですとかそういったもの

が必要ですとか、沐浴室とか、そういったものも

必要だと。それは設置しているんですが、急激に

ゼロ歳児の需要が多いといいますか、それに対応

するだけの面積はすべて持っているわけではない
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というのが実情でございます。 

  できれば、これは労働環境になるんだろうと思

うんですけれども、ゼロ歳児保育がなるべく少な

くて済むというような労働環境、育児休業がきち

んと取れるような労働条件というか、環境を整備

していただいて、ゼロ歳児がなるべく少なくて、

親のもとで育てられるというものが一番いいんだ

と思っておりますが、ただなかなか今の実情はそ

うはいかないものですから、現実にはゼロ歳児、

１歳児、２歳児の保育園の入園申し込みが多いと

いうのが実情でございますが、そういったことで、

認可保育園の新設ということで、ことしの４月１

日から80名の定員、それから来年が60名のという

ことで、そういった対応をしているわけですが、

それよりも増して需要が多いという形になってい

るのかなと思っておりますが、なるべく待機児童

をなくすように努力をしてまいりたいと思ってお

ります。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  それでは、③番について再質問させていただき

ます。 

  平成23年度、西那須野地区に１つの60名規模の

保育園が整備されるということで、これによって

も待機児童の方、解消されることかと思われます

ので、安心しております。 

  今現在、いっぱいいっぱいの状態といいますか、

あくまでも基準内でオーバーしている状況でお子

様を預かっている状況かと思うんですけれども、

やっぱりこれが長く続くと、保育所の方にもかな

り精神的な負担とか、そういったものが出てきて

ちょっと心配な面があるんですが、今後、保育園

の民営化ということも進められていくかと思うん

ですが、その際には、保護者会とか協議をしっか

りあせらずこつこつと進めてやっていけばうまく

回っていくんではないかというふうに思っており

ます。 

  お子様は大切な宝です。本当に、この問題、非

常に大きなものだと思います。今後も、子どもの

ことをしっかりみんなで考えてやっていければと

思い、この質問を終わります。 

  次に、５、スポーツ施設整備について。 

  市民１人１スポーツを推進し、市民一人一人が

生涯にわたり気軽にスポーツ、レクリエーション

に親しめるよう、市民スポーツ活動の充実と競技

力の向上を図るとともに、各種スポーツ施設の充

実に努めていくとありますが、以下の点について

お伺いいたします。 

  ①スポーツ振興基本計画における平成22年度ス

ポーツ施設整備計画はどのようなものがあるかお

伺いします。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） それでは、５番のスポ

ーツ施設整備についてということでございますが、

平成22年度の施設整備につきましては、スポーツ

振興基本計画に基づき、市民のスポーツ活動の充

実と競技力の向上を図ってまいりたいと考えてお

りますが、具体的には青木サッカー場のグラウン

ド整備、三島体育センターグラウンドの防球フェ

ンス設置工事及びバックネット修繕工事でありま

す。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご答弁ありがとうございま

す。 

  それでは、①について再質問させていただきま

す。 

  スポーツ振興基本計画に基づき進めていくとい

うのは理解いたしました。 

  この中で、先ほど青木のサッカー場の整備と、
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あとは三島体育センターのグラウンド整備という

ふうにありましたが、平成24年度開催の全国スポ

レクという大会がありまして、そこでソフトボー

ルの会場になっているかとは思うんですけれども、

その準備のために改修という形で理解してよろし

いでしょうか。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） ただいま、全国スポー

ツレクリエーション祭でありますが、平成23年度

の11月ということで予定されております。 

  平成22年度につきましてはそれのリハーサル大

会ということで、エルダー、エルディスト、いわ

ゆる女子ソフトなんですけれども、35歳以上、あ

るいはエルディスト50歳以上ということで、その

リハーサル大会。現在のところ、それぞれ８チー

ム、16チームの参加というふうに考えております

が、その大会もありますものですから、その会場

が三島体育センターと西那須野運動公園を予定し

ております。その関係で、三島体育センターグラ

ウンドのバックネット等が相当老朽化で傷んでお

りますので、その修繕をするということでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ただいまの件、了解いたし

ました。 

  三島の体育センター、青木のサッカー場、西那

須野運動公園の件とか出てきているんですけれど

も、黒磯運動場の整備計画というのはありますで

しょうか、一つお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） 黒磯運動場の野球場整

備計画の件ですけれども、昨年もそういった質問

がございました。現在、合併後のいろいろなスポ

ーツ施設、これについてのあり方を検討中でござ

います。野球場につきましては、現在、市内に黒

磯地区に２カ所、塩原地区に２カ所ということで

専用の野球場がございますが、それら全体を含め

まして、それ以外の施設も当然ですがあり方検討

を現在進めているところでございます。 

  ということで、今のところはありません。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ただいま、野球場に関しま

しては整備計画がないということでお答えいただ

いたんですが、運動場の整備計画ということの中

で、例えば─ちょっと野球場を置いて、サッカ

ー場が青木に今できます。今現在、黒磯運動場に

サッカー場があるんですけれども、そこに例えば、

これは例えばの話なんですが、テニスコートとか

そういったものを整備するということはお考えは

ないでしょうか。 

  というのは、テニスコートはあと何面かあると

大きな大会を誘致できるというようなお話も聞い

ていますので、その辺のところお伺いします。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） 黒磯運動場のクレーコ

ートのサッカー場があるわけですけれども、野球

場があって、その野球場が私も現地へ行って見て

おりますけれども、両翼の関係とかいろいろな問

題点はあるとは思います。そういう中で、今、テ

ニスコートのお話も出ましたが、先ほども申し上

げましたように施設の位置づけ、これをきちっと

まずはしていきたいと。そういう中で順次整備を

するという考えでございます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  ちょっとまた話が戻るんですが、９月議会のと

きに２人の議員さんからも質問ありました、野球

場の件なんですが、平成19年陳情７号という形で
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継続審査、翌年３月議会では趣旨採択ということ

になっております。 

  野球連盟としましては趣旨採択ということで、

明るい日差しが見えたかという形でみんな思って

いたんですけれども、一向にそのままの状況が続

いているということで、ちょっと今は整備の計画

がないということで、ちょっと絶望感といいます

か、そういったものがあるんですけれども、せめ

てすぐにとは言いませんけれども、いつごろまで

にとか、そういった期待のできるようなもしご答

弁あればよろしくお願いします。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） それでは、計画の時期、

いつごろまでにということでございますが、今、

鋭意努力をしておりますけれども、やはり全体的

なものができないと、いわゆる手戻りと申します

か、そういったことにもなりますので、できるだ

け早く、私としましてはやはり後期基本計画、後

期の24年度からですから、そちらには盛り込んで

いきたいということでは考えています。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 予算の絡むことですから、

実際は財政が非常に厳しいというのは重々承知し

ております。ぜひとも24年度計画にはのせていた

だきたいと思いますので、ひとつよろしくお願い

します。 

  以前、全体を考えてという話があったんですけ

れども、安全性ということはやっぱり非常に重要

だと思います。できるところからやっていただけ

ればと思うんですが、例えばラバーフェンスとか、

約700万ぐらいかかるという試算が出ていますけ

れども、あとは実際、今の現状では雨が降ってし

まうと次の日に野球ができないと。そうすると、

例えば審判の方にも、あとは野球をやっている者

にも非常に予定が正直言って、他のグラウンドは

できているんだけれども、黒磯運動場の野球場は

できないという状況が多々あります。そういった

状況ですと、本当にうまく回っていかないと思い

ますし、あとは高校野球、那須塩原市に４校あり

まして４チーム、県北地区には15チームあるかと

思うんですけれども、高校野球もやっぱり県北で

は唯一の公式野球のできる球場ということですご

く期待されているという部分があります。その辺、

ひとつご理解いただき、大変しつこくなってしま

って本当に申しわけないんですが、野球を愛する

者の熱い思いを持っています。本当にこれは一つ

の願いです。何とかご検討のほどをひとつよろし

くお願いします。 

  また、黒磯運動場の整備ということで、去年11

月に那須塩原のハーフマラソンというのが、黒磯

運動場を出発・ゴール地点として盛大に行われて

おります。 

  そのときに、ちょっとご報告を兼ねてという形

になるんですが、この大会、那須塩原市に本部を

持つ企業に勤めている者が優勝して、青梅マラソ

ンに、ハーフマラソンに招待選手として行って、

３月７日ですか優勝してきました。こういった、

市民も頑張っております。スポーツ拠点、やっぱ

り予算が絡んでくることなんで非常に難しいかと

思いますが、早急に社会体育施設のあり方という

のをできるだけ早くまとめていただいて、これを

強く望んで私の一般質問を終わりにしたいと思い

ます。本当にありがとうございました。 

○議長（平山 英君） 以上で４番、大野恭男君の

市政一般質問は終了いたしました。 

  ここで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時５８分 
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再開 午後 ３時０８分 

 

○議長（平山 英君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎発言の訂正 

○議長（平山 英君） ここで、保健福祉部長から

発言があります。 

○保健福祉部長（平山照夫君） 大変失礼しました。 

  先ほど大野議員の質問の中で、コメット保育園

の入園児数で、私のほうでゼロ歳児の９名という

のを言い忘れまして54名だという話をしましたの

で、ゼロ歳児が９人でございますので、それを合

わせまして63名ということで訂正をさせていただ

きたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 松 田 寛 人 君 

○議長（平山 英君） 次に、３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） こんにちは。昨日、最後の

質問者であります櫻田貴久議員に丁寧にご紹介を

いただきました、30代、議席番号３番、松田寛人

でございます。本日は一番最後の質問になります

ので、よろしくお願いを申し上げます。 

  通告書どおり随時質問をさせていただきます。

よろしくお願いを申し上げます。 

  １番目、那須塩原市の伝統文化継承・保存につ

いて。 

  日本において継承されてきたさまざまな伝統文

化には、民俗芸能、工芸技術、邦楽、日本舞踊、

武道、茶道、華道、囲碁、将棋のほか、伝統的な

子どもの遊び、童歌、昔話、地域の年中行事、伝

統的なものづくり、郷土食、歴史、史跡探訪、百

人一首等があります。特色ある伝統文化は各地域

で受け継がれてきましたが、現在では、社会や生

活様式の変化に伴い、継承する機会が次第に少な

くなってきています。日本の伝統文化を継承し、

活性化させていくことは日本人としてのアイデン

ティティーを考える上で大変重要なことであるこ

とから、以下の点について伺います。 

  ⑴番、那須塩原市で文化財指定を受けている件

数は、現在、どのくらいあるのか伺います。 

  ⑵番、継承者、人材不足等の理由により、現在、

行事を行っていない地域はあるのか伺います。 

  ⑶番、今後、市として継承者、人材不足を解消

していく施策はあるのか伺います。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） それでは、１番の、那

須塩原市の伝統文化継承・保存について３点ご質

問がありますので、順次お答えをいたします。 

  ⑴でありますが、本市の指定文化財は国指定５

件、県指定８件、市指定149件の計162件でありま

す。 

  ⑵ですが、継承者不足等の理由により行事を行

っていない地域についてでありますが、指定無形

民俗文化財のうち、黒磯の太々神楽が昭和59年以

降中断されており、また下厚崎の獅子舞が平成６

年以降は獅子頭の奉納のみということであります。

さらに、木綿畑本田地区の木綿畑本田の獅子舞が

毎年４月の第４日曜日に奉納されておりましたが、

平成21年度は舞手の都合で休止されたと保存会か

ら聞いております。 

  また、文化財指定がなされていない伝統文化の

継承状況につきましては、調査を行っていないこ
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とから、把握はしておりません。 

  ⑶点目でありますが、今後、市として継承者人

材不足を解消していく施策はあるかについてです

が、現在、指定無形民俗文化財の保存会に活動運

営費助成のための補助金を交付し、保存・継承の

ための道具や衣装等の更新及び修理費用に対し補

助金を交付する措置を講じております。 

  そのほか、郷土芸能保存団体をもって構成する

那須塩原市郷土芸能保存会連絡協議会において、

市内の郷土芸能の定着、伝承が地域社会の活性・

発展に寄与することを目的に、相互の情報交換や

研修会等を行い、郷土の伝統文化の保存・継承に

取り組んでいるところであります。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 答弁ありがとうございます。 

  再質問をさせていただきます。 

  ⑴番からですけれども、先ほど申していました、

那須塩原市郷土芸能保存会連絡協議会というもの

がありますけれども、この保存会というのが現在、

連絡会ということに対して、何名ぐらい保存会が

登録されているのかお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） 那須塩原市郷土芸能保

存会連絡協議会でありますけれども、団体名につ

きましては33団体でございます。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） ありがとうございます。了

解いたしました。 

  続きまして、⑵番のほうに移りたいと思います。 

  先ほどの答弁の中では、大体了解はいたしまし

た。地域によって、その行事というものが人材不

足でなかなかできないということがあるんですけ

れども、やはりその背景、人材不足以外での背景、

そこでできなかった背景というものは何か原因、

何かありますでしょうか。答弁お願いいたします。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） 継承者不足になる背景

というご質問ですが、ご承知のとおり現在、子ど

もたちが少ないと、少子化ということが大きく挙

げられると思うんですが、そのほか、いろいろ遊

ぶ道具とか、特に子どもたちに関して申し上げま

すと、いろいろな価値観の違いもあると思います

し、その遊ぶ道具なんかもいろいろ変わってきて

いるというふうなこともあろうと思います。 

  そのほか、やはり地域においても、何というん

ですか、大変せせこましいというか、社会の動き

がそういったところに着目した、郷土芸能を大事

にしようとか、そういう考え方がなかなかじっく

り考えていられないというか、そういった社会情

勢というか、そういうものもあるんではなかろう

かなというふうにも思います。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） ありがとうございます。 

  そうですね、やはり今、先ほど言った伝統文化

というものは親から子、孫の世代まで伝承してい

くものだとは思うんですけれども、なかなかそう

いうものに対して子どもが食いついていかないと

か、また大人になってもなかなかそういうものに

対して参加をしないというところもあるのは承知

のとおりだと思います。今後、そういうものがだ

んだん多くなっていくということは一つのコミュ

ニティー、お祭りというものは一つの地域のコミ

ュニティーだと私は思っているんです。一つの文

化でもあるんです。 

  高林の例を言うのもなんなんですけれども、や

はり毎年、行事というものが少なくなっておりま

す。ご承知の人もいるかもしれませんけれども、

前年度は高林でもやはり体育祭等が行われなかっ
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たりとか、あとは花市がなくなったりとか、どん

どんそういう行事事に対して弱体、とても少なく

なっているというのが現状だと思います。 

  それに輪をかけて、今いろいろ問題になってお

りますけれども、学校の統合問題。学校もまた一

つのコミュニティーですよね。そこがまたなくな

ると、もっと地域として寂しくなってしまうとい

うところがあるとは思いますけれども、なかなか

その辺については社会情勢、生活の基盤がなかな

かそういうものとして合致していかないのが現状

なのかなとは思っております。 

  ⑵番については了解をいたしました。 

  次、⑶番に移らせていただきたいと思います。 

  先ほども言いましたように、解消していく施策

というものが何かあるかということで、いろいろ

な形であるのかなとは思うんですけれども、これ

ははっきり言いまして私の要望的なものが強いん

ですけれども、今多分、教育部で郷土芸能に関し

てＤＶＤかなんかメディア的なものをつくってい

るというのをお聞きしたんですけれども、ちょっ

とその辺の回答をお願いいたします。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） ただいま、ＤＶＤの制

作についてのご質問でありますが、実は県単事業

ですか、わがまち自慢推進事業ということがあり

ます。その事業を利活用いたしまして、平成20年

度から22年度の３カ年度の中で、特に無形民俗文

化財の保存・伝承事業ということで、記録保存と

いうふうなことで、それに取り組んでいるところ

であります。 

  先ほどちょっと触れるのが漏れてしまいました

が、こういったことできちっと保存をして、皆さ

んにご披露する等、いろいろな場面を通じてそう

いったものを活用して、幾らかでもその伝承等の

一助になればというふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） ありがとうございます。 

  そうしますと、先ほど申し上げましたように、

20年度から22年度までにそのＤＶＤというんです

か、画像を残したということで、先ほど言いまし

た33件ですよね、郷土芸能保存会をというわけじ

ゃないんでしょうか、その辺ちょっとお聞かせく

ださい。 

○議長（平山 英君） 教育部長。 

○教育部長（松本睦男君） このＤＶＤの記録の関

係ですけれども、その前に、指定無形民俗文化財

は全部で18であります。ということでありますけ

れども、20年度に既に実施いたしましたのが４団

体、今年度、21年度につきましては５団体という

ことで、あとは22年度にまた実施すると。現在の

ところ９団体の収録は終わっております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 答弁ありがとうございます。

了解をいたしました。 

  私、なぜそのＤＶＤとかそういうものを今、聞

いたかと申しますと、ただＤＶＤを撮って、皆さ

んに見ていただく、もう本当にそのとおりなんで

す。私も同級生がやはり木綿畑新田ですか、あそ

こも太々祭りというお祭りがありますけれども、

やはりお客さん、地域のお客さんではなくてほか

から見に来るお客さんというものが大勢来て見て

いただく。見ていただくということは、やはり踊

っていてもやりがいがやっぱり出るんだそうです。

覚えているかはわかりませんけれども、私がやっ

ぱり小学生のころなんですけれども百村本田です

か、百村新田になるんですか、百村地区です、あ

そこにも百堂念仏という古くからある行事がある

んですけれども、そこも私が小学６年生のころで
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すかＮＨＫが来ましてテレビ放映をするというこ

とで、みんな喜んでいたところがあるんです。や

はり、そういう行事、お祭り、他の人たちが集ま

るという、見ていただくということが一番の励み

になるんではないかなと思います。 

  やはり、幾ら市のほうで助成をしたりお金をや

ったり、太鼓とか衣装とかに金額を使うというこ

とも一つの提案でしょうけれども、やはりそこの

人たちが一生懸命やっていかないことには保存と

いうのはなかなか難しいものかなと思います。そ

れに対して、やはり市としても皆さんに見ていた

だける場所を提供するのも一つの活性化なのかな

と私は思いますので、ぜひともそういうものを見

ていただけるような場所をつくっていただきたい

と思います。 

  以上でございます。 

  １番については終了させていただきます。 

  続きまして、２番に行かせていただきます。 

  道の駅「明治の森黒磯」についてです。 

  道の駅は、国土交通省（制度開始時は建設省）

により登録された憩い施設と地域振興施設が一体

となった道路施設です。道路利用者のための休憩

機能、道路利用者や地域の人々のための情報発信

機能、道の駅を核としてその地域同士が連携する

地域の連携機能という３つの機能をあわせ持つも

のです。那須塩原市にも道の駅が数カ所あります

が、明治の森黒磯の現在の状況について伺います。 

  ⑴駐車場が狭いため、せっかく来場された方々

が駐車できずに帰ってしまう状況があると聞いて

おります。駐車場をもう少し確保する必要がある

と思いますが、市の考えをお伺いいたします。 

  ⑵番、近隣の道の駅と比較すると、農産物や加

工品の販売施設規模が小さいのが現状です。野菜

の品目や加工品の種類、数量等、規模拡大につい

てどのように考えているのか伺います。 

  ⑶番、食品の管理はどのように行っているのか

伺います。 

  また、管理者（店員）は、お客様への顧客満足

度を高めるために、どのような努力をしているの

か伺います。 

  以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（三森忠一君） 道の駅明治の森黒

磯について３点ほどご質問をいただいております。

順次お答えさせていただきます。 

  まず、⑴の道の駅明治の森黒磯の駐車場整備に

つきましては、自然あふれる明治の森という趣旨

で、県において整備されたものであります。 

  駐車場の利用状況につきましては、５月の連休

及び８月に満車に近い状況が見受けられましたが、

一時的なものであり、通常においては駐車場が不

足している状況にはないものと考えております。 

  また、イベントの開催時におきましても、近く

に臨時駐車場を設けており、支障はないものと考

えております。 

  次に、⑵野菜の品目や加工品の種類、数量等、

規模拡大の考えについてお答えいたします。 

  青木ふるさと物産センターは、平成10年の建設

当時、旧青木家那須別邸の持つ歴史的な価値との

融合を考慮しながら、道の駅が持つ休憩機能、地

域の連帯機能をあわせ持つ施設として整備した経

緯があります。しかし、設置者である市が所有す

る土地は1,650㎡と限られたスペースであったた

め、他の道の駅と同様な施設規模にはならなかっ

たと認識しております。 

  また、野菜や加工品の種類、数量をふやすため

の規模拡大につきましては、現在の会員数、施設

内の配置や陳列方法を初め、現在の課題を十分整

理した上で改善策を検討する必要があると考えて
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おります。 

  こうしたことから、関係者を交えた道の駅明治

の森黒磯活性化に向けた検討会を組織し、５回の

会議を開催しているところです。 

  今後は、検討結果を参考として、野菜や加工品

の種類、数量をふやしていくためのよりよい方策

を講じていきたいと考えております。 

  次に、⑶食品の管理方法、お客様への顧客満足

度を高めることについてお答えいたします。 

  農産物等販売従事者は、食品衛生法等の法令順

守はもとより、県で実施する衛生管理者講習会や

北那須産直連絡会が行う野菜、加工品等の取り扱

いに関する研修会へ参加し、食品管理技術の向上

に努めております。 

  また、顧客満足度を高めるため、商品の新鮮さ

や品ぞろえの充実に配慮するとともに、道の駅連

絡協議会が実施している接遇講習会に参加するな

ど、店員の接客や意識の改善に努めているところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 答弁ありがとうございます。

よくわかりました。 

  随時再質問をさせていただきます。 

  ⑴番からです。先ほど答弁にあったように、現

在、駐車場が足りているということはわかりまし

た。以前、多分、この施設をつくるときに全協で

諮ったんだと思うんですけれども、そのときも多

分、駐車場が狭いということが議会のほうでも指

摘があったと思うんです。もし、その時点で、今

の現状で検討はできるので、この内容でやらせて

くれというのが、多分私が議員になる前のことだ

と思うんですけれども、あったとは思うんですけ

れども、実際、お客様がふえれば今後、整備をし

ていくということは考えておりますか。答弁お願

いいたします。 

○議長（平山 英君） 建設部長。 

○建設部長（田代哲夫君） 現状につきましては、

先ほど答弁したとおりでございまして、今後、お

客様がふえて駐車場が不足するということが慢性

的に起これば、一応、県のほうと協議して増設と

いうことも考えられるというふうに思います。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 了解いたしました。答弁あ

りがとうございます。 

  次に、⑵のほうに移らせていただきたいと思い

ます。 

  先ほど、農産物加工とかいろいろお話を聞きま

した。いろいろ相談しながら、どういうものが売

れるか、どういうものが皆さんに喜ばれるのかと

いうものを検討しているということは聞きました。

実際、余りほかのところの道の駅のことを言うの

も僕は余り好きじゃないんですけれども、近隣の、

近くで言えばアグリパルとか、あとは那須の友愛

の森さんとか、あと伊王野道の駅、また最近では

大田原市等々ありますけれども、それらと比較し

て、比較するのもなんなんですけれども、比較し

まして入れ込み数や販売等の額というものはおわ

かりでしょうか、ご答弁お願いいたします。 

○議長（平山 英君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（三森忠一君） 青木物産センター

の売り上げについて申し上げます。 

  平成19年度は、全体の売り上げになりますけれ

ども、１億9,500万円ほど、20年におきましては

約１億8,400ということで、19年と20年の比較で

ございますと、大体６％ぐらい売り上げが落ちて

いるといった状況でございます。 

  伊王野の道の駅とか大田原のほうはちょっと把

握しておりませんが、アグリパルの状況を申し上

げますと、アグリパル塩原の農産物直売所の売り
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上げですが、２億3,700万円ぐらいが20年度でご

ざいました。 

  以上でございます。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 答弁ありがとうございます。 

  部長、先ほど、アグリパルのほうは20年度しか

金額を聞いていないんですけれども、これ19年度

は大体、多分出ていると思うんですけれども、お

答えいただけませんでしょうか。 

○議長（平山 英君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（三森忠一君） 今ちょっと資料の

ほうをお持ちしますので。 

  アグリパル塩原のほうの19年度の売り上げでご

ざいますが、直売所の売り上げから、２億2,400

万円という形になっております。 

  以上です。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） ありがとうございます。 

  私、なぜ19年度も聞かせていただきたいかなと

思ったのは、現在、この黒磯明治の森のほうです

か、19年度が１億9,540万何がしなんですよ。20

年度が１億8,300何がし、今回21年度ももうそろ

そろ出るとは思うんですけれども、多分３月で締

めると思うんで、でもこれも多分、１年ごとに

1,000万ずつ、これ純利益がどうのこうのという

のは僕はまだわからない、これ全体の売り上げな

んで、1,000万ずつ減っているのは確かなんです。 

  そうすると、毎年1,000万ずつ減ったら、これ

10年後に売り上げがなくなっちゃうんじゃないか

というところがもう確実視されているんですよ。 

  なので、そこでお伺いしたいんですけれども、

やはり今、入っている、多分入っているのが、市

が運営はできないんで指定管理者制度をもって指

定管理で運営を行っているとは思うんです。その

辺なんですけれども、３年ごととか何年ごとに指

定管理者はかわっていくのかと思うんですけれど

も、現在、農業公社の、余り言いたくはないんで

すけれども、マンネリ化にはなっていないのかと

か、あとはその指定管理者の問題点というのは、

多分、僕はあると思うんですよ。一般企業だった

ら大変ですよ、これ。1,000万ずつですから、毎

年１年ずつ。僕が今、給料24万だとすると、４年

間だともう４万円少なくなって、これは本当に生

活できなくなってしまうんです。そうすると、や

っぱりその辺は問題があるんではないかと思うん

ですけれども、その辺の答弁をお伺いいたします。 

○議長（平山 英君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（三森忠一君） 議員が売り上げの

話でございますが、実際に、委託につきましては

市の物産センター、市の仕入れでございますが、

農業公社に管理をお願いして、レジの部分まで農

業公社がやっているという状況でございます。そ

ういった中で、利用されている農産物直売所の会

員、野菜等を出していただいている方につきまし

ては、現在、正会員が47名、準会員14名というこ

とで、直売所に野菜等のものを出していると。 

  そのほか、物産、加工品関係でございますが、

加工品につきましては29名ということで、黒磯観

光協会加入が前提ということでやっております。 

  農業公社の管理につきましては、前後しますけ

れども、所長１名で、臨時職員７名の体制で物産

センターを運営しているという状況でございます。 

  先ほど議員がおっしゃいましたように、売り上

げが落ちているという状況の中で、答弁でも申し

上げましたように、５回の会議を開きまして、こ

ういった部分での改善を図るための検討をしてき

ております。そういった中で、具体的な取り組み

としまして、農産物直売所におきましては新規会

員の拡大事業、さらにスタッフの意識改革事業、

商品拡充事業、魅力向上イベントの開催、販売方
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法の工夫改善事業、販売スペースの改善拡充事業

ということで、こういった具体的な取り組みをも

って今後やっていくという方向性は出てきており

ます。 

  なお、指定管理者につきましては、23年までが

農業公社の指定管理の期間でございますが、その

後につきましては民間への委託等も含めて検討し

ていきたいと考えております。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） ありがとうございます。 

  やはり、一般企業ではないところの少し甘さが

出ているのかなと思います。 

  これ、なぜ私、明治の森をやるか、多分、過去

にもほかの議員さんもこれに関してはやったのか

なとは思うんですけれども、私の有権者でもある

方からお電話をいただきまして、これは一例なん

ですけれども、たまたま野菜売り場に行ったとい

うんですよ。野菜などを数日展示して、それが売

れ残ったまま何も手を下さずに、そういう状態を

何回か見たことがあるということで。 

  実際、傷むのは、野菜ですから当たり前です。

でも、その傷んだものを１つ、３つ、４つぐらい

集めて、それを100円ぐらいで売るとか、そうい

う努力もしていないで、そのあげくに、珍しい山

菜があったそうなんです。それを、店員の方に、

この山菜はどうやって食べるんだいと聞いたら、

わからないと、どういう食べ方をするのかわから

ないということを言われたということなんですよ。

それで、かんかんになって、私のところに言われ

てもなかなか難しいんですけれども、それを僕さ

っき、あそこで販売しているのが市でやっている

と僕は思わなかったんですよ。県がやっていると

思っていたんで、それは県に言ってくれという話

を言ったんですけれども、どうやら中身を知ると、

あそこは市のほうでやっているということを聞き

まして、きょうの質問をさせていただいているん

です。 

  やはり、お客様に対してのもてなしの心という

のは、きのうの岡本議員の話ではないですけれど

も、やはり商売というのはおもてなしの心という

のはとても大切かなと思います。店員に聞いて、

ある程度のレシピなどというものを普通に用意し

ておくのは当たり前ですし、店員がこの食べ方は

どうすればいいのかと聞かれたらば、こうやって、

こうやって、こうやればおいしく食べられるです

よぐらいの一言がなければ、絶対にリピーターな

どというのはふえないんです。それが多分、この

数字、１年間や２年間で2,000万、１年で1,000万

ずつ減っていく多少のあれもあるんじゃないかな

と思います。 

  今後とも、そういう部分をよく考えた上で運営

のほうを取り組んでいっていただきたいなと思っ

ております。 

  また、先ほど５回の会議の中で、イベントとか

いろいろなものを今、考えているということなん

ですけれども、私、ずっとあそこで、何がいいか

なと思ってずっと考えているんです。これは私の

要望なんですけれども、各道の駅さんというのは、

みんなそば屋さんがあるんですよ。ないのは、多

分、青木の明治の館さん。 

  あそこは少し普通のところの物産展というより

も、少しおしゃれで、この辺で言う言葉で言えば、

ちょっとしこっているような部分がありますよね。

それは、あそこが多分、ドイツ様式かなんかでつ

くっている青木邸があるからああいうつくりをし

ているというのはわかります。ただ、ほかにはな

いんですよ。だから、それをうまく利用したやり

方というのはないのかなと思って、きょう朝トイ

レに行きながらよく考えたんですよ。そうすると、

あそこはドイツじゃないですか。ドイツ・イコー
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ル・ビールじゃないですか。あれ、ビールという

とビアガーデン。あ、そうか、あそこの青木邸の

真ん前、お花が咲いているのもいいかもしれませ

んけれども、そこの前でビアガーデンというのを、

多分、ほかの道の駅さんではやったことはないと

思うんですよ。これは僕の提案なんで、そういう

のも一つの方法かなと。やっぱり何かやらなけれ

ば、ほかと違うものをやらなければ、お客さんは

絶対来てくれないと思います。 

  夜なんていいと思いますよ。あそこのライトア

ップした隣でみんなで暑い中をビール飲むなどと

いうのはとても風情があって、本当にビアガーデ

ンという感じがするんですけれども、その辺のほ

うの検討も重ねてお願い申し上げまして、次に移

りたいと思います。 

  次は、３番でお願いします。３番行きます。 

  人事評価制度に伴う現在の取り組みについて伺

います。 

  平成18年度末に、長期的・総合的な人材育成の

指針となる那須塩原市人材育成基本方針を策定し

ましたが、現在、どのような経緯で進めているの

か伺います。 

  ⑴導入に向けた現在までの経緯について伺いま

す。 

  ⑵番、人事評価制度試行に向けたアンケート調

査を実施しましたが、その後、改善策等を行った

のか伺います。 

  ⑶番、今後、本格導入を行う予定はあるのか伺

います。また、導入する場合には、いつごろを予

定しているのかあわせて伺います。 

  以上でございます。 

○議長（平山 英君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） それでは、松田寛人議員の

市政一般質問についてお答えをいたします。 

  まず、⑴の人事評価制度の導入に向けた現在ま

での経緯、対応についてお答えをいたします。 

  現在の本市の人事評価につきましては、試行と

いう形でありますが、係長以下の職員を対象に姿

勢・適正評価に取り組んでいるところであります。 

  この姿勢・適正化評価は、平成18年度末に策定

した人材育成基本方針を踏まえて、職務に対する

職員の勤務態度や規律、仕事に取り組む職員の意

欲などについて評価するものです。 

  平成19年度に庁内の幹事課長をメンバーとする

人事評価制度検討委員会と幹事課長補佐で構成す

るワーキンググループを立ち上げ、姿勢・適正評

価に関するマニュアルを作成するとともに、平成

20年度の試行を前提にその説明会を実施したとこ

ろであります。 

  平成20年度には、７月から９月及び10月から12

月のそれぞれ３カ月間について試行を行い、平成

21年度も７月から９月まで試行を実施いたしまし

た。 

  また、評価のレベルアップ、面談のスキルアッ

プを目的として、平成20年度は３回、21年度は２

回の評価者研修を実施いたしました。 

  次に、⑵の人事評価制度の試行に伴うアンケー

ト調査を踏まえた改善策についてでありますが、

試行に伴う職員アンケート調査は、平成20年度に

２回実施をいたしました。 

  アンケート調査では、「評価結果にばらつきが

ある」、「評価の判断基準があいまいである」、

「現在の評価項目で保育士・技能労務職に合わな

いものがある」などの意見提示がありました。そ

のため、その改善策として評価シートを事務職用、

保育士用、技能労務職用の３種類に区分する。評

価項目について、評価の参考となるチェックポイ

ントを表記する。３段階の評価区分を５段階に改

めるなど見直しを行い、それらの改善点を盛り込
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んだ姿勢・適正化評価の改訂版マニュアルを作成

したところであります。 

  次に、⑶の今後の人事評価の本格導入について

でありますが、姿勢・適正評価につきましては、

平成20年度及び21年度の３回の試行によりまして、

職員の人事評価に対する理解度が増したものと思

っておりますので、平成22年度中に正式に導入を

したいと考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 丁寧な答弁ありがとうござ

います。 

  ⑴番、⑵番、⑶番、ちょっと少し前後するかも

しれませんけれども、ご了承ください。すみませ

ん。 

  先ほど答弁のほうを聞きまして、20年度に試行

したのが２回、それで21年度に試行したのが１回

ということで、計３回ということで試行したとい

うことでお聞きしました。 

  まず１点目なんですけれども、20年度２回、21

年度１回を試行したんですけれども、その20年度

と21年度の平均評価が変わったことがあるか、ま

た多分、今度４月になるんで、課長、皆さん人事

異動があると思うんで、変わったときに課長、係

長も当然変わるんですけれども、そのときに、研

修等というのは行うのでしょうか。ご答弁お願い

いたします。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 試行の結果ということ

でお答えしたいと思いますけれども、議員が今話

がありましたように、20年度については２回の試

行を行いました。評価の結果について申し上げま

すと、まず第１回目については対象者712名おり

まして、この評価は５段階でやっておりまして、

Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄという形でやっているわけで

すけれども、第１回目のときにはＳ評価が約14％

あったんです、Ａ評価が約70％、Ｂ評価が16.9で

すから17％、Ｃ評価が0.1％、Ｄ評価がなしとい

う結果でした。 

  ２回目にやりましたところ、同じようにＳ評価

が８％、Ａ評価が61.9％、62％ですね、Ｂ評価が

30％、Ｃ評価が0.4％、Ｄ評価が0.1％というよう

な結果が出ておりまして、第２回目は714名でや

ったわけですけれども、そういう結果でした。 

  その中で特に、所属課に偏って、例えばＳ評価

がその課では７割、８割がＳ評価であったりとか、

またほかの課では何といいますかＳ評価が少ない

というような、そういうばらつきが出ていたとい

うようなところが多かったというところで、そう

いうことからアンケート調査等々をやりまして、

先ほど市長が言いましたように改善点を見つけて、

改善点を直していったというところでございます。 

  ３回目の結果については、ことし21年度の７月

から９月に実施したわけですけれども、その中で

は全体で708名、先ほど言いましたように、これ

については事務職、保育士、技能労務職という形

で３段階に分けて実施しましたけれども、トータ

ルでいいますとＳ評価が2.2％、それからＡ評価

が70％、Ｂ評価が約30％、Ｃ評価が0.3％、Ｄ評

価がないというような結果になったわけです。 

  所属等々の結果等も見ますと、先ほど言ったよ

うなばらつきもなくなってきたというようなとこ

ろが試行をやった結果というところでございます。 

  それから、新しく課長、それから係長になった

場合の研修ということでありますけれども、基本

的にはこの人事評価については絶対評価というこ

とで、面談の方法であるとか評価の方法であると

か、そういった評価についての研修はやっており

ますけれども、係長であるとか課長であるという

というようなところでの研修というのは実施して
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おりませんので、新しくなった職員に新たに評価

のための研修ということは考えておりません。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） ありがとうございます。 

  了解はしましたが、これ、本当に４月、ここに

いる方はすべて評価する方しかいないんです。評

価しない方は小平さんと佐藤さんぐらいですもの

ね。あとは、みんなここにいる方は評価をすると

いう方たちなんですけれども、そこで、先ほど言

った４月に人事が、それは変わるのは当たり前で

すよね。 

  それで、初めて課長になった人とか係長になっ

た人などというのは、初めて課長になる人という

のはいるのかちょっとわからないですけれども、

係長などというのは初めてなる方は多いと思うん

です。その辺に対して、人を評価しろと突然言わ

れまして、果たしてそれが本当に妥当な評価がで

きるのかとうところをちょっとお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 新しくなった職員が評

価できるか、できないかということでございます

ので、実際に評価シートの中からお話をさせてい

ただきたいと思いますけれども、この人事評価に

ついては、先ほど市長が言いましたように、姿

勢・適正ということだけしかやっておりません。

そういう意味で、シートの中の話をさせていただ

きますと、５つの項目に分かれておりまして、ま

ず倫理観という中では、実際に時間を厳守してい

るかどうか、それからあいさつをやっているか、

それから言葉遣いがどうか、電話対応がどうかと

いうのが倫理観でございます。 

  次に、使命感ということであれば、職務に必要

な知識・技術を持っているかどうか、例えば業務

に必要な法令等がちゃんとわかるかどうかという

ようなところでございます。また、使命感の中で

は、ちゃんと期日までに仕事を終わらせているか

どうかというところを評価すると。 

  また、市民感覚ということであれば、相手の話

をちゃんと聞いているか、相手にちゃんと説明を

しているか、そういったところを評価するわけで

ございます。 

  姿勢・適正評価ということでありますけれども、

もともとは、公務員であるから持っていなくては

ならないとかそういうことではなくて、仕事をす

る人間が当然持っていなくてはならないことを評

価するということでございますので、ご理解いた

だきたいと思います。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 丁寧な答弁ありがとうござ

います。わかりました、了解をいたしました。 

  部長の言うとおりだと思います。役所の人間だ

からとか、それは人として当たり前のことであっ

て、当たり前のことをやるのがそういうことなの

かなと。 

  それを、本当に人事評価として当たり前のこと

を、果たしてそのペーパー的、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、

Ｄの５段階に評価して、当たり前のことを評価す

るというのも少し矛盾をしているのかなとは思う

んですけれども、先ほど答弁の中で、ことしです

か本格実行していくというのを少し聞きましたけ

れども、その前に、今後、取り入れていくんだろ

うなとは思うんですけれども、その点で１つ聞き

たいことがあるんですけれども、最終評価、一番

最後の評価ですよね。先ほど言われましたＳ、Ａ、

Ｂ、Ｃ、Ｄ、５段階ですが、その中で、その評価

する中の割合と、あと分布の規制です。多分、そ

ういう何々に対してはどのぐらいのパーセンテー

ジを持っていくとか、そういうものを研修等でや

られているのか、やられていないのか、ちょっと

お聞かせください。 
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○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 評価をするに当たって

のやり方ですけれども、まずは自己評価というの

を行います。それは、自分がこの項目について、

自分がどういうふうに評価するかということで、

まず自己評価をいたします。 

  その自己評価をしたものを、次に係長が面談を

しながら自己評価と係長の評価の違いを、どうい

う違いがあるのか、どういうところで係長と本人

が思っているところが違うのかということを、面

談の中で集積していくということもあります。 

  最後に２次評価ということで、本来は係長と課

長でやるわけですけれども、課によっては直接本

人と課長が、課長が評価するものと本人が評価し

たものを、それから課の中でのバランスというも

のも加えた形で評価をするということですので、

初めからこの人を幾つ幾つとか、この人はこうだ

からどうだというような、その比率で判断をする

ということではありません。 

  そして、この評価については、職員を区別する

のではなくて、職員のレベルアップを目的にして

いるものでありますから、職員を５段階の中で区

別をしていくということではありません。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） ありがとうございます。 

  そうしますと、それは意欲評価の過程で相対評

価、絶対評価、普通２種類あると思うんですけれ

ども、その今、部長の答弁に関しての中では、こ

れは相対評価に当てはまってしまうということに

なってしまうんでしょうか。答弁。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 基本的には自己評価、

それから係長が評価する等々については絶対評価

ということの中で、先ほど言った、あいさつがで

きているか、できていないかとか、ちゃんと対応

しているかということを絶対評価をします。 

  ただ、その評価が第２次の例えば所属長が見た

ときに、他の職員と比べてこの職員がＣであるの

に、片方の職員がＡであるというようなところが

ある場合は、それは面談の中でやはり修正しなけ

ればならないんで、その辺は相対評価になってく

ることもあり得るというふうに思います。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） わかりました。 

  なかなかこの絶対評価というのは本当に、一発

線をびしっと敷いて、本当にＢだったらＢ、そこ

に何の関与もなくてそのまま数字というか、数字

であらわせてしまうというところなんですけれど

も、実際そうなんですけれども、これは多少なり

とも相対的なものも入るというところも今、答弁

の中で分かりました。 

  そうすると、やはりそういうことが入ってきま

すと、恣意的なものとか、あとは心情的なものが

必ず入ってしまうというところがないのか。また、

その評価に対して、先ほど答弁にもありましたよ

うに、同じ同期、本当に私が36歳でございますけ

れども、36で入ったまだ全然下のクラスでしょう

けれども、一緒に入った人が、あそこの課へ行っ

たらＡだと、それでこっちの課へ行ったら、それ

は人のあれにもよるんですけれども、片方ではＣ

とか、そういうかなりのバランスに関してのばら

つきというのは必ず出てくると思うんです。 

  そこでやはり１つ聞きたいのは、そこでモチベ

ーションというのは必ず下がっていくような気が

するんです。やはり、人には負けたくないという

のが人間の心情だと思うんで、その部分がまず１

点と、それに対しての、評価に対しての部局の差

というものを実際、どのように考えているのか。 

  多分、うちの部ではこの場での仕事だったらば

当たり前なんだと。だから、ＣやＢだよと。でも
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ほかの課へ行ったらば、できる人はみんなＳだよ

と、そういう感覚は多少なりともあると思うんで

す。この課は優秀な人材がいるから、この仕事を

与えられたら当たり前にできるんだから、みんな

Ｂだよと、でもほかの課へ行ったらそうじゃない

というものもあると思うんです。その辺の合わせ

方というものを少しお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 評価の考え方ですけれ

ども、先ほども話をしておりますように、役所は

今、業務評価であるとか業績評価であるとか施策

評価であるとか、いろいろな形のものを評価して

います。 

  そういう中で、人のこともやっぱり評価しなく

てはならないのかというようなことであれば、私

自身も少し思いはありますけれども、やはり評価

をするということは、886人の職員がいるわけで

すので、いろいろな価値観を持っている職員がい

ます。いろいろな上司もいますし、いろいろな係

長もいます。そういう職員が同じように評価をす

るためには、やはり一つの基準というものが必要

になってくるんではないかというふうに思います

し、そのために面談の研修であるとか評価の研修

をこれまでもやってきました。 

  そういう中で今、議員が心配されているように、

部課の中で評価が違うんではないかというような

ことがないように、これからも研修については必

要であるというふうには考えております。 

○議長（平山 英君） ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午後 ４時００分 

 

再開 午後 ４時１０分 

 

○議長（平山 英君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 休憩前から引き続き再質問

をさせていただきます。 

  先ほどのやつは了解をいたしました。すみませ

ん、ありがとうございます。評価に対しての部局

の差も先ほど聞いたので、わかりました。 

  これ、現在、課長と係長が評価をして、上の課

長、係長、部長もそうですけれども、含めてそれ

に対しての評価というのは今後、取り入れていく

ということだけちょっとお聞かせください。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 今後は課長までやりた

いというふうに考えております。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） ありがとうございます。 

  やはり、上のほうの方もある程度の評価の対象

にならなければいけないなとは思います。今後、

本格導入に向けてやるならばこそ、実際それは当

たり前だと私は思っているので、わかりました。

了解をいたしました。 

  次、評価によって多分、給与等の問題が出てく

るとは思うんですけれども、その考え方について

ご答弁お願いいたします。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 人事評価について本格

実施をするというような、まだ庁内での決定は得

ておりませんので、それについて急に反映するか

どうかいうのをここで申し上げるのはどうかと思

いますが、試行の段階での考え方をまず申し上げ

ますと、平成17年に人事院勧告というようなとこ

ろから給与に関する報告というのが出されており

まして、勤務成績に基づいて昇給制度を導入しろ

と、自動昇格化を廃止して、査定昇給制を導入し
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ろと。また、勤勉手当についても、実績反映をし

て、成績率を入れて、特に優秀、優秀、良好、良

好でないというような配慮をした形でやれと、や

ることが望ましいという、そういう報告が出され

ております。 

  それに基づいてということではありませんが、

本市で試行的に姿勢・適正のことをやっているわ

けなものですから、できれば立ち直るチャンスと

いうのは幾らでもあるわけでして、ＣとかＤとか、

劣るとか、やや劣るとかいう判定が何度か続くと

いうようなことがあれば、直接給与に影響させる

ことはまだできないとは思いますが、勤勉手当は

やはり勤勉率というのがあるんだと思うんです。

一生懸命やれば100％だというところはあると思

いますので、この勤勉率については少し考慮して

いきたいというふうに考えておりますけれども、

これについてもまだ正式決定ではありませんので、

そういうことだけお伝えしたいというふうに思い

ます。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） わかりました。 

  余り給与問題については深く掘り下げて聞くの

もなんなんで、お聞きはいたしません。 

  次に、その評価をするに当たって、今後、その

評価をされた職員の方に対しての説明というんで

すか、それに対しての共通の意識というのをどう

いうふうにして図っていくのかというものをお聞

かせください。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 先ほど評価の方法の中

で、まずは自己評価、その次に第１次評価、第２

次評価、その間に面談という話をさせていただき

ました。 

  それで、その面談については、評価シートを前

にして、自分の評価とそれから第１次評価者の評

価シートを前にして話をするわけなんです。第２

次評価も同じような形で、自分の評価と１次評価

と２次の評価を直接それを目にして話をするとい

うことですので、説明責任というものはその中で

十分図られるというふうに思っております。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 了解いたしました。ありが

とうございます。そのとおりだと思います。 

  やはり、なぜ私が、評価者がなぜＣなのかとか、

なぜＢなのかというのを考えるのは当然のことだ

と思うんです。それに当たっては必ず説明、あな

たはこういうことがあってこうだから、こういう

評価しかというものをやはり的確に説明するとい

うのは、これ評価する側にとっては確実にやって

いただきたいと思っております。 

  最後になりますけれども、部長、先ほど、22年

度に本格導入という形のことをお聞きしました。

部長として、本当にいろいろ、私もずっと人事評

価を勉強した上で、やっていくうちにだんだん自

分でもわからなくなってくるところもあるんです。

なかなか難しい部分というのも入ってきます。な

ので、実際、なかなか、今３回の試行しかやって

いないということで、それに対して本当に本格導

入をこの年、22年度にも、何月になるかわからな

いですけれども、本格導入するのか、意見を聞か

せてください。 

○議長（平山 英君） 総務部長。 

○総務部長（増田 徹君） 昨日もこの一般質問の

中で、窓口の対応について議員のほうからいろい

ろ質問がありましたし、そういう中で、笑顔を持

って窓口に立てというようなこともありましたし、

窓口で元気を持って窓口を対応しろというような

話もありました。 

  そういう中で言えば、この姿勢・適性評価につ

いては、先ほども言いましたように、優劣をつけ
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ることじゃなくて、職員のモチベーションを上げ

ていくというようなことで実施をしたいというふ

うに考えておりますので、職員にもそういったこ

とを理解していただいて、22年度に実施をしたい

というふうには考えております。 

○議長（平山 英君） ３番、松田寛人君。 

○３番（松田寛人君） 今、部長の強い意思という

ものを聞かせていただきました。本格導入に向け

てやるということで、こちら了解をいたしました。 

  今後、いろいろな部分で問題等が出てくるかと

は思いますけれども、ぜひとも頑張っていただき

たいと思います。 

  最後になりますけれども、評価の活用は、あく

までも能力育成や行政サービスの改善に限定する

ことが大前提だと私は思っております。まず１番

目には、やはり公平性、客観性、透明性、また納

得性を備えた公務にふさわしい評価の基準という

ものと、あと評価方法、評価手続の確立というも

のをぜひとも確立させていただきたいということ

です。 

  また、それらに向けた、こちら労働組合という

ものがありますけれども、労働組合との正式な関

与というのも多分、これから出てくると思うんで

す。それに対してのもの、あと実効ある苦情処理

手続や民主的な昇任、また昇格、基準の明確化、

それと職員の適正や希望を最大限に尊重した配置、

育成策の推進などの周辺制度、周辺の問題の整備

を求めていくことは当たり前だと私は思っており

ます。 

  今後、差別のない公平処遇、職員の参加、育成

重視型の評価制度の確立を目指して、今後、最大

限の考慮をいたしまして、最大的に今後、取り組

んでいただきたいと思っております。 

  なかなか人が人を評価するというのは難しいも

のだと、私、おこがましい話かなといつも思って

いるんです、人が人を何か言うというのは。実際、

今の部長の答弁の中で、今後、ことし22年度に本

格導入するということでありますから、その辺、

よく皆さんと協議した上で導入に向けて、ただか

いたもちというか、本当にただ書類ができたから

というものじゃなくて、それが本当に人材の育成

になる、それがやがて行政サービスになるという

ことをしっかりかんでいただいて、今後とも取り

組んでいけたらなと思っております。 

  最後になります。これで私の質問を終わりにさ

せていただきます。ありがとうございました。 

○議長（平山 英君） 以上で、３番、松田寛人君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（平山 英君） 以上で、本日の議事日程は

全部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時２０分 




